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I 緒言及ビ文猷

副腎ノ機能低下ニ際シテノ諸種ノ；新陳代謝ニ及ヰミス影響＝閥スJI.-研究論文ハ枚拳ニ謹ナシト

雌モ，骨折治癒＝及，;j;'ス影響ニ闘スJI.-文献ハ極少数ナリ。揃jモ扇lj腎ノ作用ガ，骨折治癒現象ニ

千輿スルヤ否ヤ＝就テハ，現在向議論一致セス、。

1909年 Gibelli氏ハ4頭ノ海棋， 2頭ノ｝Z及ピ次兎ニ）沈テ，之等ノ動物ノ副腎ヲ摘出シ，人：i:

骨折ヲ施シテ， 17-38日間＝亙リテ観ヨミシタ／l-結果，骨折治癒現象エ何等ノ；影響ヲモ興ヘサリ

シト云ヘリ。 1922年 Marsiglia氏ハ成熟セル犬ニ就テ，片側ノ副腎ヲ摘出シ，同時＝人工骨折

ヲ行ヒテ検査シタル結巣，針！照動物＝上ヒシテ骨折治癒現象ニ就イテハ，何等差異ヲ認メずリシ

ト云ヘリ。 Bassi 氏ハ妊娠セル動物ニ就テ，片側ノ両lj腎摘出ヲ行ヒタル後＝骨費化ヲ精細＝検

貸シタルニ，人間ノ古・軟化症＝於ケル梢像ト等シキ所見ヲ長スル毛ノナルコトヲ知リ得タリ 1・0

大正13年村上謙次郎氏ハ諸種ノ内分泌腺臓器ノJ川I＼ノ場合＝，什癒合ニ Pk.ヰミス彬響ニ）比テNFヲピ
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論丈ヲ護表シ，氏ハN4側副腎ノ摘出賓験ハ不可能ナリシタメニ，片{RI］ノ副腎摘出寅験ノミヲ記

載シテ，人工的勝骨々折＝及本・ス骨癒合ノ鑓化ヲ検索シタル結果，幼若，成熟家兎＝於テ片側

J刷腎摘出＝際シテハ骨癒合ハ延ヲlスルモ，程度ハ車創設ナリ ト結論セリ。

主主＝於テ余ハ以上 ノ文戯ヲ参Hf¥シテ，片側ノ刷腎ガ摘出サレタル場合ニ， 人工的エ産、起サレ

タル排目・ノ骨折治癒現象ニ如何ナル影響ヲ]J._-1；・スモノナJI.-カヲ検セント歓セリ。

II 賓験J目的ト其J方法

1賞験ノ目的

/,¥IJ腎ノ機能低下ヲ惹起セシムルニハ．副腎ノ摘出ヲ行フコトカ、最油ナル方法ナルコトハ論ナ

キ鹿ナリ。従ツテ解剖型的並ピニ組織・2律的見地ヨリ 2ケノ副腎トrrW青共 ノモノガ機能的ニ相反

セル髄質ト皮質トヨリ成ルガ鴻メニ，髄質或ハ皮質ヲ犬 々別々ニ於テ排除賞験ヲ行フハ勿論，

(iii］腎ノ片側或ハ！羽側ガ抑d/-1-¥サレ タル場合＝就テ寅験ヲ行フ必要アリ。サレ F皮質ノミ ヲ残シテ

髄質ヲ除去スルコトハ，共 ノ操作上並ピニ髄質排除ノ程度＝異議ヲ生ジ，且叉髄質ノミヲ残シ

テ皮質ヲ完全ニ排除スルコトノ不可能ナルコトハ周知ノ；事賞ナリ。サレノ九本来ナレパ髄質或

ハ皮質ノ個々ノ排除貫験ノ場合＝就テ賓験ヲ試ミル筈ナルモ，以上ノ理由ニヨリテ之等ニ剖ス

ル異議ノ生ズル操作ヲ避ケテ，車＝片側ノ/iii］腎摘出エヨ ル民I］腎ノ機能低下＝就テ研究セントセ

ユ。何ツテ話lj腎ノ片側摘出ト同時ニ既定ノ規則ニ基ツキテ排’自・骨折ヲ施行シ，之 ノ骨折治癒現奴

ニ副腎ノ片側摘出ニヨル機能低下ガ，如何ナル影響ヲ及ぶスモノナルカヲ精車llJ.o=.検セント欲ス。

2. 片側／~IJ腎抽出術

同lj腎ノ摘出術ヲ行7エハ，原即い、シテ 2操作アリ。帥チーツハ開腹術ニヨ ルモノト他ハ背部

ヨリ摘IHヲ行フモ ノ是レナリ。然レ共，家兎ハ一般＝腸？？ヲ外界ニ酒シ：或ハ梁i佼ノ腸管 ＝附着

スルコ ト等ニヨ リテ，容易ニ死亡率ヲ晴スモノナルガ古文＝，余ハ好ンデ背部摘出法ヲ濯ペ リ。

之レニ嫁レハ，解剖的ニ見テ副腎ニ最モ近ク且ツ小切開ニテ充分ニシテ，人間ト異リ次兎 ノ後

腹壁ハ著シク非薄ナルガ嬬メニ，手術操作ハ極メテ簡輩ナリ。

伏位＝ナシテ家兎ノ四肢ヲ国定シ.IC側背部ヲ肢ク毛議I］シ，沃度丁幾塗布， 70？九アルコホー

ル1清拭法ヲ施ス。手術ハ巌重エ無菌的＝施行スルコ トハ勿論ニシテ，先プム：側後腹部 ＝於テ，

脊位ヨリ離Jl- 、コト約3.0網ノ部ニ於テ， ti'H2肋’目·~象ノ直下ヨリ震直＝約7.0糎ノj支創ヲ作リ，潤

背筋脱ト斜腹筋脱ト ノ問ヲ切開スレパ直チエ後腹膜部＝到注スa 三欠ニ指頭ヲ以テ脊柱ノ；h"向エ

剥離シjtキ，手傑リ＝／じ側副腎ノ位置ヲ確メ，開創器ヲ用ヒテk..側活I］腎ヲ視界ニ露出セシム。

そ欠＝イ、」ピンセット寸ヲ以テ副腎ノ上隅其ノ他ヲ剥離シ，下隅＝於テハ副腎 ＝進入スル血鴬2ヲ

注意シ，之レノミヲ捜ス程度ニ副腎ヲ周囲ヨ リ剥離似立セシム。そ欠ニ特別製 ノ尖端ガ1.偽厘稗＿j直

角＝智曲シタル鎖二f・ヲ以テ，之ノ血管ヲ扶ミテ結数切断ス。之 ノ際ニ副腎皮質 ノ遺残セルヤ否

ヤヲ精細ニ検索スルヲ要ス。後ニ筋膜縫合，皮膚縫合，沃度T幾塗イJiヲ行ヒテ術ヲ終yレ。

3.術後ノ操作
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左側副腎摘出ト同時ニ人工的勝骨身折ヲ施行セラレタル家兎ヲ，術後 1.:z. 3. 4. 5. 6週目＝夫

々屠殺シテ，骨折部ノ X線潟員及ピ骨折部ノ顕微鏡棋本ヲ作成シ．加之遺礎的j腎（右側副腎）ヲ

易1］出シテ顛微鏡模本ヲ作成セリ。

III賓駿成績

各賞騒動物ノ個々ニ就へ骨折部ノ X線寓民所見並ビエ頴｛蹴的所見ヲ逐一羅列シテ記載ス

ル コトハ徒ラェ冗iと＝亙ルヲ以テ，観察 セル時tlJJ＝従ヒテ之レヲj逐次綜合記録セリ。就中遺残

），＼リ腎（右側副腎）ノ顕微鏡的所見ハ，綿ペテノ質験動物ニ於ケル所見ヲ綿括的＝纏メテ記載セ ラ

レタリ。

第 1節骨折部JX線寓轟所見並ヒz組織筆的所見

1) 廿・折後第1週目所見

（左側副腎摘出家兎ノ番盟主； 第：:n披鰻重加のいJi(，第177務櫨重2000支，第17~5JX健重io10瓦，第i;n鉄骨量重

1950叉）

en X線潟民所見

左側副腎摘出家兎＝於テノ、，内外仮骨昔B＂＇何等陰影ヲ ~:i!. ム Pレ コト ナク， 且ツ骨折部ノ、 白影ユヨリテ中断

セラレ，骨折端ノ、峻銑ナリ。

（ロ） 組織事的所見

左側員1］腎摘出家兎ユ於テへ骨折部ノ、骨膜機肥厚組織＝ヨリ テ被ノ、ノレ。外俄骨部＝於テノ、，骨梁ノ、骨折

昔日ヨリ隔タリ 1)1）レ骨幹＝沿7部ヨリ漸ク後現シ五I）人斜走スノレ骨梁／薄影ノ、骨折昔B＝向ツテ隆起セル像ヲ

トリ，骨折部品於テノ、消失スJレモノ：多シ。脅謀、／周閣＝ハ隊ク少数／遺骨細胞カ・5ま現シテ，漸次新生骨梁

J lf~ riX,添加ヲ喜善ミツツアリ。之等／骨梁／消失セントスル昔日ユノ、軟骨組織ノ介在セノレモノ多竹内仮骨~＆

＝於テノ、，骨梁ノ、殆ンド認メラレザル程度／モ ノ＝シテ，骨髄腔ハ結締組織ユヨリテ充サレ，僅カニ骨梁

ノ務影ヲ認メシム JレモノアJレノ ミ。骨折端ハ峻鋭ユシテ，雨骨折端間部ニノ、血液凝塊，肉芽組織ヲ介在的

野照動物＝比シテ大差ヲ認メ得ズ。

ヨ） 骨・折後第2週目所見

（左側面j腎摘出家兎／番披； 第36銑健重2000叉，第173i虎穏重2050京，第154盟主稔重2100瓦，第li6披組

重rn5u丸第170君主鰻重2000瓦）

（イ） X線潟民所見

左側副腎摘出家兎＝於テハ，外仮骨部／陰影ハ殆ンド認メ ラレ ザノレ程度ノモ ノ＝シテ，骨折端ノ ：外側が

柏、不明瞭ニ膨隆セノレ毛／／虫日シ。骨折昔日ノ峻銑ノ度ノ、精減少シ，白影モ亦明カー1字化ス。釣照動物ユ.Itν

テ差異ヲ認メザJレ程度／モノナリ。

（ロ〉組織率的所見

左側副腎摘出家兎ユ於テノ、.11'折昔日ノ、Jll'.l厚七ノレ骨膜様組織昌司 Pテ被従セラ Jレ。 外仮骨音B＂＇於テ ノ、．骨

折部ヨリ離レ タノレ昔日ヨリ褒現シタノレ骨梁ノ、前週＝比シテ著シタ官官逢シ，之等 ／骨雲監ヲ園緩スノレi主骨細胞モ

著明＝後現シ初メ，新生骨梁ノ ！新生形成添加ヲ嬬ンニ後ミ ツ ツア H ，之等ノ骨梁ノ、線.~テ軟骨性骨梁エシ

テ，骨幹＝沿 フテ後展セノレ軟骨性骨梁モ骨折昔日＝一致セル外｛殴骨部品至。レバ，多クノ、幼若ナル軟骨組織／

介在ユヨリ テ遮lfiセラレテ，軟骨性骨梁／輪廓毛不明瞭 トナノレカ或ハ之ノ軟骨・組織中＝融合セント ；＞.）レガ

主IIキ所見ヲ曇スノレモノナリ。内｛段骨部＝於テノ＼骨髄腔ハガI生骨従＝ョリテ閉鎖サレ ントスノレガ知キ所見

ヲ墨スノレモ，之レヲ困続スノレ遺骨細胞ノ、僅少ナリ。又骨折部ヨリ連総スル骨梁モ貧弱ニシテ，遺骨細胞モ

亦少放ナリ。骨折端J、今f荷峻鋭ナノレモ，之ノ F付近ニ少費支ノ蝕骨細胞ガ~現シテ，骨質 7破壊，吸牧スJレモ
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／’k日夕:J..H:i.vers氏小管／；輪、被大セラレタノレモノモ認メラノレ。骨・折端間昔日ノ、血液凝塊，肉芽組織，軟骨

組織ヲ介A：ス。重苦沼動物品比験シテ大シタノレ差異アリトモJ思へズ。

3i 骨折後第3週間所見

（左側品lj腎摘出家兎ノ番披；第61披総重2010支，第156披骨電電2100叉，第16i紋骨量重I~l .'>11孔第171披健議

2000京）

（イ） x線潟民所見

左側剥腎摘尚家兎ニ於テノ、，外仮骨部ニ於テ柏、不明瞭ナ ）~紡錘状ノ陰影ヲ認メ司骨折部ハ前週＝比シテ

著シク不明瞭トナリ，米ダユ白影ヲ以テ中Wrセラレダノレガ知ヲ観ラノレ。聖rn~動物＝比較ジテ外仮骨部ノ陰

影ハ柏明H.奈ナJレ毛ノノ，k日シ。

（ロ） 組織象的所見

左側副腎摘出家兎ユ於テノ、，骨折部ハ肥厚セル骨膜ユヨリチ完全ニ被援セラレタ ノレモノノ；如シ。外仮骨

古Itノ骨梁ハ線4テ軟骨性骨梁ユシテ，自iJ週＝比スレパ角一層著明＝後逢シ，之レヲ園続スJレ遺骨細胞モZJ);

無理~.＝.認メラレ，新生骨ノ形成添加ハ旺盛ナリ。骨折部品一致ス ノレ外仮骨部ユノ、，軟骨組織／大集圏ガ多

ク~見セラレ，之等／軟骨性骨梁ユ介往i シテ之レヲ中断［セJレガ刻1キ所見ヲ曇ス。夫々ノ軟骨性骨梁間隙＝

ノ、新生血管ノ授現7恩ハシムノレ赤血球／：存症ヲ認ム。内仮骨部＝於テノ、，骨髄腔ノ、軟骨性骨梁ユヨリテ閉

塞セラノレ。繭骨端部＝連績ス Jレ軟骨性骨梁ハ雨端部共＝相接綴スJレモノト，之／問＝軟骨組織ガ介在セJレ

鴛メ＝中断セラレタルヵ・知キf象7曇 A ノレ モノトアリ。骨折端部附近＝ノ、蝕骨・細胞ヵ・数個アリテ，骨質／

破~吸牧ヲ轡ミ， II川 ers 氏小管ノ；始、彼大セノレモノモ多数＝存在的骨端部ハ多孔性ユナリ初ム。撃す照動

物＝比シテ，左側副腎摘出家兎／軟骨性骨梁ノ畿達＝於テ僅カ＝優レ Jレモノ JJ如シ。

-t) ・n折後第4週間所見

（左側副腎摘出家兎／：番務；第63披骨量重l¥180J;t，第HO披骨豊重l!lδ0叉，第166盟主惚竜'.l!OO頁，第158披飽重

2000叉）

（イ） x線潟民所見

左側面1］腎摘出家兎＝於テハ，外｛段骨部／陰是正ハ明瞭ナJレ紡銀以ーノモノトナリ，骨折部ノ、斜走スル不明瞭

ナノレ陰影ユヨツテ中断セラレタルガ知キ所見ヲ曇 λ。封照動物＝比シテ，外仮骨部／陰影ハ輸大ナリ。

（ロ） 組織率的所見

左側副腎摘出家兎＝於テハ，骨折昔日ノ、革命肥厚セJレ骨膜ユヨリテ完全＝被覆セラ ノレ。 外仮骨部／骨梁ノ、総

ベテ軟骨性骨梁ユシテ，之レヲ園続スル遺骨細胞ハ無数＝シテ，新生骨ノ形成添加ハ旺盛ナリ。各骨殺＝

ノ、蝕骨細胞が散在シ．破壊吸牧ヲ僅カユ管ムモノノ知シ。骨梁間｜猿＝ ノ、多鍛ノ新生血管／痕跡ヲ認ム。内

仮骨部品於テノ、，骨続控ハ著シク繍たシ初メ脂肪髄ハ骨折端部ノ骨梁ノ！~Nrユ迄進出セリ。骨折端部ヨリ

延長セル骨梁／中， 骨賞品近キモノハ中心＝軟骨細胞ヲ有スノレ牛パ化骨セシト A ノレ骨梁ユシテ， 骨折端

部 7書ft1レJレユ従 ヒテ軟骨性骨梁ニ移行ス。 骨端音問・t近＝ノ、蝕骨細胞カ・5苦現シテ骨質ノ破壊吸！＼！ 7笹ミ．

II山；rs氏小管ノ著シク抜大セJレモノトキ目i失ツテ甚シク多fL性トナノレ。劉照動物＝比λ レノJ，線、程トシテ

ノ、庖81）す認メラレザJレ程度ナルモ，針照動物ノ此ノ遡＝於ケJレモノハ各骨梁間ニ於テ阪＝脂肪髄ノ焚呪ス

ルモノアノレ＝反シ，左側副腎摘出家兎＝在リテノ、未夕、認メラレズ。

5) 骨折後第5週目所見

（左側副腎摘出家兎ノ番披； ；第 141披惚重~000叉，第149盟主総，J!:2100；凡第150I皮憾重2010瓦，第151£政経重
:woo瓦）
（イ） X線潟民所見

左側面l腎摘出家兎＝於テハ，外仮11・音I：ノ陰影ハ前週ヨりモ著明＝縮小シテ，一惚＝隆起セノレカ・！mタ見ラ

レ，骨折端部モ不明瞭トナリ， i預カユ務影 7以テ遮断七ラレタ ルカ＇:l<JJシハ
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（ロ〉 組織撃的所見

左側副腎摘出家兎＝於テノ、，外俄骨部／骨梁ノ中，骨折部ヨ P離レタ ノレ骨幹＝滑フモノノ、阪＝千七骨＝終

リ，骨折部ニ於ケノレ骨梁ノミガ軟骨性骨梁＝シテ，此 Irjl＝中心ユ軟骨細胞ヲ存スノレ牛パ化骨セント スル

骨梁ガ少数ユ混在ス。一般＝之等／骨梁ヲ閤後九ノレ遺骨細胞ノ、著明ユ減少セリ。サレド所々＝軟骨組織／

遺浅ヲ認メシムノレモノアリ a 蝕骨細胞ノ、骨梁／所々＝後現シテ，骨梁／；破壊吸JI＇（ヲ後ムモノノ J如lシ。骨梁

間隙＝新生血管 7多盟主＝認ム。内仮骨部品於テノ、，骨髄腔ノ、著明＝扱大シテ脂肪髄ヵ・骨梁附近＝迄進出ス

ルモノアリ。骨折端部＝連絡セル骨梁ノ、銃二化骨シ，之レヨリ厳レJレ＝従ヒテ軟骨性骨梁＝移行スJレ所見

31 ~忍 メシム。骨折端間部品於テ骨梁間隙＝新生血管ノ安里見ヲ思ハシムノレ赤血球／存在ト，軟骨組織ノ少量

／介在トヵ・認メラ Jレ。骨端部附近＝テノ、多重主ノ蝕骨細胞が凌現シテ，骨質ノ ；破壊，吸牧7替ミ， Havers氏

小管モ著シク僚大セラレテ多子L性トナリ，恰カモ海綿状骨JfX・態ア早ス。謝照動物＝比λ レパ，左側副腎摘

出家兎ハ軟骨組織ヲ骨梁間＝介在スノレコト多ク守 塗t照動物ノ之／週＝於ケル毛／＝ノ、阪＝脂肪髄ガ雨骨折

端問／骨髄腔ヲ聯絡セノレノミナラズ，夫々／骨梁間ユモ後現スルユ反シ ヌドJi[験動物＝於テハ未ダ之レヲ

2忍メズ。

6) 什折後第6週目所見

（左側副腎摘出家兎／番~.~，第115理主鰻重2000i:t，第1:!4~党精霊2100叉，第126~j,~穏重1950叉，第128務純重

2000叉，第129務怪童19001()

（イ） X線潟民所見

左側副腎摘出家兎＝於テノ、，外｛白骨・部ノ陰影ノ、殆 γ ド油、失セJレモノノJmケレドモ，倫骨折昔日＝相常スル

昔E，、 flfi カエ膨陵セノレモ ノノ ~n 7観ラノレ。骨折部＝於テハ遣す照動物＝比シテ．不明瞭ナル薄影＝ヨリテ遮断

セラレタルガ~II キ像ヲ塁・A 。

（ロ） 組織接的所見

左側副腎摘出家兎ニ於テへ外｛段骨昔日ノ骨・梁ノ、牛パ化骨シ終レル軟骨性骨梁＝ゴリテ充サレ，遺骨細胞

ノ、阪少鮫ニシテ諸所ユ蝕骨細胞カ・~.w: メラノレ。而I カモ倫骨折部品一枚スル外仮骨昔日ニ少量ノ軟骨組織ノ介在

セJレヲ認ム。内仮骨部＝於テノ、，骨髄腔ハ愈々担貫太シテ雨骨端閑ヲ貫通スJレモ，脂肪髄ガ之ノ：貫通骨髄／

全般＝亘ツテ俊現ス Jレモノト，骨端部／骨梁ノF付近迄進出後現セノレモノトアリ。骨折端部＝近キ骨梁ハ銑

＝化骨シ， 之レヲ隔＇＇／ Jレエ従ヒテ軟骨性骨梁 トナノレモ，軟骨性骨’梁ノ、少量ナ リ。骨端部＝ハ蝕骨細胞ノ少

量ガ認メラレ，破寝吸収ヲ告書メドモ軽微ナJレモノノ ，~II シ。~骨質 ト新生骨梁ト ノ識81）向容易ナルモノアリ。

釣照動物品比スレパ，左側副腎摘出家兎＝テハ軟骨性骨梁ガ多数在リテ，脂肪髄／表現ガ貧弱ナJレモノ r

~II シ。

第2節遁残副腎J組織畢的所見

（イ） 肉眼的所見

手術創内＝見ル遺残品lj腎ノ、殆ンド大部分＝於テ操作ヲ加へ ラレザJレ時ノ副腎ト比較シテ精大トナJレ。 ilri

モkナノレモノー在リテハitf.J3 i在位＝膨大セルモノ 7見 Jレコトアリ η 最I］離＝際シテ癒着或，、血管損傷／度等

ユ於テ健常副腎ユ比シテ差異ナシ。~愛副腎／！劃j誼i＝於テハ，一見シテ皮質部 I ，肥大セ Jレコトヲ知リ，色

濯＝於テノ、差異ノ、徐リ；忍メラレズ。

（円） 組織事的所見

一見ジテ皮質部ノ肥大ガ著明ナリ。就中，来状併及ビ網状僻ニ於ケル細胞ノ1寄生ト細胞自身／肥大トカ・

H:i!.メラノレ。向肥大セル網状幣並ピユ来月先借中＝血管形成方願者：ナリ。然レ共網状検及ピ束状帯ノ何レノ部

ガ主トシテ肥大ユ閥輿ス Jレモノナノレヤ＝就テノ、全然不明ナリ。 ~pチ或モノ品 テ ハ綱吠幣ノ肥大ガ特＝著明

＝ ・；；＇／！.メラレ，或Jレモノユ於テノ、東状1.'I？ノ肥大ガ顕著ナリ。

副腎髄賞ノ、殆ンド無影響ノモノノ J如lキ所見7＇｛ ス。 ~pチ能賞ノ肥大ヲ起シ F リト思ハレ ノレ標本少ク， k
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部分＝於テ髄細胞＝豊富化ヲ認ムJレコト能ハズo・

所見概括

1) X線詩真所見

骨折後第1週日ニ於ケル左側副腎摘出動物ノ外｛白骨部＝へ M等陰影 l、認メラレペキモノナ

ク．骨折部ニハ細長キ白影ニヨツテ中断セラル。 gpチ封照動物ト差異ヲ認メズ。

骨折後第2週目エ於ケル左側高r］腎摘出動物ノ外｛白骨部 ノ陰影ハ，殆ンド認メ得ラレザグル程度

ノモノナリ。骨折端ハ梢不明瞭トナレルモ，倫細長キ自影＝ヨリテ遮断セラ71,.。封照動物＝比

シテ差異ヲ認ムルコト能ハズ。

骨折後第3週間目ニ於ケル左側副腎摘出動物ノ外債骨部ノ陰影ハ，前週ニ比シテ著シク明瞭

トナリ，大ナル紡錘欣ノ隆超ヲ呈シ．内｛段骨部ノ白影ハ梢消失シタルモ，向薄影＝ヨツテ遮ラ

ル。針作1動物）＝＝－比シテ，外1白骨部ノ陰影ハ明瞭ナルモノ、 如九

骨折後第4週間エ於ケル店側面lj腎摘出動物ノ外偲骨部ノ陰影ハ紡鋪欣ヲナシ．針H校動物＝比

シテ何等差異ヲ認メ得ずJレ程度ナリ。唯内f白骨部ニ認メラル 、市影へ針j照動物ヨリモ明カナ

ルモノアリ。

骨折後第5週目ニ於ケル左側副腎摘／－H動物ノ所見へ略と針照動物ト獲リナキモノ、如シ。

骨折後第6週間＝於ケル／正側副腎摘出動物ノ外1白骨部ノ陰影ハ，僅カ＝隆起シグル紡錘欣ヲ

呈スルモ，制服動物ニ於テハ殆ンド健常動物ニ見ルガ如キ所見ヲ皐ス。唯僅カ ニ骨髄膝ニ於テ

明朗ヲ快クノミ。

要之。左側副腎摘出動物＝於ケyレ骨折部ノ X線局員上ヨリノ所見ヨリ観察スレパ，骨折後第

1.2週同＝於テハ針開動物ト殆ンド差異ヲ認メ得サ’ルモ，骨折後第3週目ェ於テハ外偲骨部 ノ陰

影ガ紡鋸状ニ膨大シテ，封！照動物ヨリモ明劃ナルコトヨリ見レバ，（白骨形成ェ於テ梢と優レル

モノ、如シ。然ルエ骨折後1.fH 週目＝於テハ雨者共ニ著シク破壊吸収セラレテ，殆ンド等シキ

程度ニ迄縮少セル陰影ヲ認メシムルモ，骨折第 6週目ニ於テハ；.：ffii] l~lj腎抑HH重Ji物ノ骨折部ニ慌

少ナル隆起ノ存在スルコトハ， f白骨ガオ乙ダ全然改修セラレザル属メノ所見ト認ムルコトヲ得ペ

ク，針！！{1動物エ於ケルガ如ク全ク健常ltJF骨 ix線像ェ等シキ程度ノ所見ヲ是スノレモノト比較ス

レバ，骨折治癒現象ハ明カナル遅延ヲ＊セルモノナルコトヲ知ル。

2) 組機事的所見

骨折後第1週目＝於ケル克側Mil腎摘出動物ノ骨折部ハ，不完全ナル骨模様肥厚相J撒ニヨリテ

蔽ハル。外｛隈骨部ノ骨梁ハ骨折部ヨリ隔タリタ ）l.-骨幹＝泊フテ猿見スルモ，遺骨細胞ハ極少数

＝シテ，軟骨組織ヲ介在スルモノアリ。内↑毘骨部ニ於テハ骨梁ハ殆ンド認、メ ラレサル程度ノモ

ノニシテ，骨折端ハ峻銃ナ リ。封Jm動物＝比シテ差異ヲ認、メズ。

骨折後第2週間ニ於ケル左側副腎摘出動物ノ骨舟部ハ，骨膜様肥厚組織ニヨ ツテ被覆セラル。

外｛毘骨部ノ骨梁ハ玲ンド軟骨性骨梁＝シテ，之レヲ聞緯スル這骨細胞ハ著明＝護現シテ前週ノ
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比ニゴ1~ズ。，rJ-梁間l ニ介花シテ軟什組織ガ多数＝認メラル。 l明白’i'i~部ニ於テハ汁端部附近ニ ·n決

ヲ認メルモ，骨髄院ヲ埋メルニ笠IJラズ。骨折端間部＝ハ血液凝塊，肉芽組織或ハ多数ノ4次官粗

織ガ介ホス。骨折端ハ峻銃 ノ度ヲ減ジ，之ノ部ニ少数ノ蝕骨細胞 ノ；護現アリテ， Hm・er討民1b

管ノ繍大セJl.-モ Jヲ認、メシム。到照動物＝北シテ大シタル差異アリトモ思ハレズ。

甘・.f!j"後第3;m Flニ於ケJl.-左側副腎摘出動物ノ’11-:J:斤部ハ，肥厚セル骨膜ニヨ リテ蔽ハル。外ifN

骨部ノ骨格ハ綿ペテ軟骨性什決ニ シテ，之ノj司聞＝羅列スル；圭’n事！TI胞モ著明ナルJ曾加ヲ示シ，

新生骨ノ形成添加ハ主主 ！々J.E盛ナリ。軟骨拠織 ノ介在 スルモノ多 ク． 字予’r；・梁間隙＝新生血管ノ琵

現アリ。内1白骨部ニ於テハ，軟骨性骨梁ハ骨髄腔ヲ完全ニ閉塞シ，骨折端間部ニハ軟骨性骨梁

ガ著シク桁生セルヲ認メ，少社ノ肉芽組織 ト『欧骨組織ノ介在 スル ヲ認ム。骨端部ニハ少数ノ蝕

廿制胞ヲ詔メ， Havers氏小管ノ撰大セルモノ多数アリ。針照動物ェ比シテ，軟骨性骨梁ハ梢

梢多景ニ記、メ ラYレ、如シ。

骨折後第4週円ニ於ケル左側則腎摘出動物 ノ骨折部ハ， 完全ナル骨膜ユヨリテ被包セラル。

外偲骨部ハ軟骨・・M：骨格ニヨリテ充i繭セラ レ， 遺骨細胞ハ街顕著ニシテ，新生骨 ノ形成添加ハ旺

時ナリ。内偲骨部ニ於テハ，骨髄腔ハ棋大シ，脂肪髄ハ骨梁 ノ附近ニ迄ii!:出セ ントス。骨梁ハ

殆ンド綿ペテガ軟骨性骨梁ニシテ，骨端部ニテハ著明＝多孔性 トナJl.-0 針照動物＝比スレパ，

脂肪髄ノ護見ニ就テ梢 γ遅，延セルモ ノ、如シ。

骨折後第5週目＝於ケルN側高r］腎摘出動物 ノ外偲骨部ノ軟骨性骨梁ハ， 漸次化骨セン トスレ

ドモ向軟骨組織ノ遺残セルモノヲ認ム。骨梁 ノ周囲ニアル遺骨細胞ハ著明ニ減少ス。内｛毘骨部

ニ於ケJl.-骨梁ハ，外偲骨部ト同様ニ化骨シ初メタル軟骨性骨梁ニシテ，骨髄腔ハ盆々横大シ，

脂肪髄ハ骨梁間近ニ迄護現スルモ， 米ダ骨梁間＝護現スル ＝到ラズ，骨.fjj"部ハ著明＝蝕骨細胞

ニヨリ テ浸創！セラ レテ多孔性 ト ナ リ， 恰カモ海線欣骨河）~態ヲ塁ス 。 剥照動物＝比較スル時ハ．

n~肪髄 ノ護現ノ遅延スルコ l－＇ 軟骨組織 ノ介ずEスルコ ト、 カ千百と きユキ ヲ差異 ト ス。

骨折後第6週目ニ於ケル左側副腎摘出動物ノ外偲骨部ノ軟骨性骨梁ハ， 大部分化骨シ終ラ ン

トスレドモ，猫多量三軟骨性骨梁ヲ認メ，浩骨細胞ハ小数 トナリ，諸所ニ蝕骨細胞ヲ認ム。

内｛院骨部＝於テハ，骨髄腔ハ愈々横大シ，脂肪髄ハ骨栄ノ附近迄カ或ハ骨梁間際＝少数＝護

J~セ／レモ ノア リ。 軟骨性骨梁ノ、＇／＇］·端＝近キモ ノ、ミ化骨シ ， 骨折端間部 ノ中央ニ於テ向多量 ノ

軟骨性骨梁ヲ認！ メシム0 ~＼］·照動物エ比シテ軟骨性骨梁ガ.f!i'j~ 多量＝認、メラ レ， Eツ脂肪髄 ノ護

見ガ不完全ナルコトヲ以ツテ差異ト認、メ得。

要之，／［＿側副腎摘出動物ト劉照動物ト ノ組織接的所見ヨリ観察スレパ，骨折後第1週目ニ於

テハ隅者共＝差異ア リトモ思ハレザルモ， 骨折後第3週1°1ニ到レハk側話I］腎摘出動物へ撃す照｛

動物＝比シ梢そ軟骨i~f：骨梁ノ設建頴著ニシテ， f段官形成ハH仁盛ナル ニ拘ラズ骨折後第4週日ニ

於テハ， ます照動物ニハ骨梁間ニ既ニ脂肪髄ガ護現セIt.モノニ シテ， Y正側副腎摘出動物ニ於テハ

之レヲ認ムルコトナ シ。骨折後5f~ 5 週間ニ於テハ／正側刷腎摘出動物ハ，封M~動物＝比シテ軟骨・
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Jiiti1－：・話illff機能力・骨折治癒ユ及ポス影響ト諸種内分i必腺機器トノ閥係＝就テ 54コ

組織ノ介在スルコト多ク，什折後第6遡日ニ於テハ左側刷腎摘/-1'1動物ハ，封照動物ニ比シテ軟

骨性骨梁ヲ多量＝介在シ，！脂肪髄ノ護現モ亦遅延セルヲ見il・。之レエ憐ツテ見レバ，’丹折後第

3週目ニ到レパi毘骨形成ノ賠＝於テ針Jf？.動物＝比シテ梢モ倭レル翻アルモ，週ヲ軍スル エ従ヒ

破壊吸牧作用ガ遅延シ，第6週目ニ於テハ軟’目・性'fj・梁ガ多量ニ千子在スルコ ト／長ピ脂肪髄ノ護現

渥延ヲ＊タスコト等ヲ綜合スレハ， ー・般 ＝＝－Jr.側雨lj腎摘出動物ノ骨折治療現象ハ批H¥i，動物ヨリモ

遅延セルモノナリト断言シ得ルモノ、如シ。

3) 遺縫副腎ノ組織皐的所見

肉眼的ニモ組織製的ニモ全皮質ノ肥大ガ認メラレ， lえ＇t'｛細胞殊ニ束欣市，網献帯ノ品IH胞ノ増

生ト細胞自身ノ肥A；ガ顛著ナリ。而モ聞大セル束献帯及ピ網-l!k1存lド＝血管形成ガ著シキモ， 何

レガ最モ皮質ノ肥大ニ干興スルモノナルカハ明カナラ ズ。

V 提 要

余ハ家兎＝就テ， J{"ffti］ノ副腎摘出ガ人工的ニ惹超セラレタJl≫非骨々折ノ治癒現象ニ，如何ナ

ル影響ヲ及ポスモノナルカヲ貫験的＝研究シテ，以下ノ結論ヲ得タ 1)~ 

1. 片側ノ／~IJ腎摘出ニヨリテ，骨折治癒現象ハ較徴ナル遅延ヲ来セリ 。

2. 片側1]l両lj腎摘出ニヨリテ＊ル骨折治癒現象 ノ遅延へ副腎ト他 ノ諸種内分泌腺臓器トノ

相亙的関係ヲ詳カ＝スルコトニヨリテ初メテ解決サルペキモノナリ。

3. 片側ノ剛腎摘出ニヨリテ他側ノ遺残副腎ハ代償性肥大ヲ起シ，組織的ニ検 スレパ来航帯

ト網欣帯トノ肥大ガ額著ニシテ，髄質ニハ援化ナシ。

寓轟附園参照（Leitz10 Xバj

第l悶骨折後第1週目 片側話If腎摘出動物／ X線潟異

第2闘骨折後第2週日 同

第3闘骨折後第3週目 同

第4園骨折後第4週目 同

第5園骨折後第5週目 同

第6闘骨折後第6週目 同

第7闘骨折後第3週目 片仮If副腎摘出動物／額微鏡所見

第8闘骨折後第4週日 同

第9悶骨折後第S週目 同

第10悶骨折後第6週目 同

第11闘骨折後第6週目 遣浅（右側）副腎ノ穎微鏡所見，（髄質昔日ト網状伴~トノ境界＝充血アリ）
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B 南 側 副 腎 摘 出術

I 緒言及ビ文献

刑腎ハ動物ノ生命保持.J:＝＝－於テ絶針ニ紙夕可カラザ1l臓器ニシテ，同{fll）ノ両i)'i'fヲ同時＝摘，Y¥

スル時ハ，多クノ動物ハ直チニ籍死スルモ ノナルコトハ周知ノ事貫ナリ。然ルニ此生命ニ封シ

テ直接影響ーヲ及ボ・スモノハ．副腎中ノ髄質部カ或ハ皮質部ナルカニ就テ， ·~敢ノ事者ニ依リテ

行ハレグル研究業績ヲ綜合シテ視察ス レバ， Mil腎ノ摘出＝ヨ Yレ動物ノ死因ハ皮質部ノi自失＝(1¥l

JI.-モノナルコトガ殆ンド明瞭トナレリ。 Vassale,Zanfr(lgnini 1902年氏ハ猫及ビ家兎エ就テ， Iiiリ

付ノ髄質ノミヲ完全ニ切除スル時ハ動物ノ、念死スルモ，髄質ノ一部ヲ残ス時ハ動物ハ3-4週間

生存スト云ヘリ。 IWチ髄質ガ生存上不可扶ナル器管ナリト＂ I：唱シ， Cristiani氏モ鼠＝於テ同一

試験ヲ試ミタル結果，全然之レニ賛同セリ。然Jレエ Biedl氏ガ鮫類ノ腎間臓器ヲ全部摘出スル

時ハ， 2-3週間ノ後＝ハ衰弱ヂ姥死シ．若シ腎問組織 ノー小部分ヲ残存シ世ク時ハ．長時＝虻

リ生存シ得ルモノナノレコト ヲ寛験シ， iプテ副腎皮質＝相首スfレ腎間組織ガ生命保持ニ不可歓ナ

ルモノト主唱セルヤ，漸次皮質日免ガ接頭スルニ到レリ。更 ＝＝－ Biedl氏ハ猫及ビ家兎ニ就テ，皮

'{'f部ヲま残存セシムル時ハ動物ハ死亡セズト報告セリ。 Pen de氏ノ寸前ニ於テ右側ノ副腎ヲ摘H1

シ， 1ヶ月後＝左側話I）腎ノ紳経ヲ切断シテ， 3 ヶ月後＝／店側両1）腎ヲ摘出スル時ハ~i市ハ舞死セ 1)"

卸チ第2同円 ノ手術＝ヨリテ副腎髄質ノ機能不全ヲう~ シ ． 第3問問 ノ手術ニヨ リ テ皮質 ノ機能不

全ヲ来スガ故ニ死亡スルモノナリト云ヘリ。 ,・¥.Bornstein, H. Gremels氏ハ犬ノ：右側雨lj腎ヲ摘

1+'1シ， j［.側面l腎ノ髄質ヲ破壊除去セルェ. MIJ腎ノ脱落症J伏ヲ呈スルコトナク生存シ，4週後ニ

残イ子ii¥lj腎帥チ皮質ヲ剃w.セルニ君、チ死亡セリト n Hous>ay. L引 isn：ハたニ於テ， M4m1JM1J腎ヲ

全摘同スJレ時ハ4吊時11.円以内＝動物ハ姥死スJレモ，片側WJ特ノミヲ摘H1シテ他m11副腎ノ髄質ノミ

ヲ焼灼破壊セル ニ，動物ハ生有ーシ得タ リト云ヘリ。

如Jtir雨lj腎ガ生命保持上ニ主要ナル臓総ナルコトハ首肯シ得fレモ，N4側副腎ヲ同時ニ摘出シテ

モ向生命ヲ維持シ得ル動物アリ。例之白鼠＝於テハ， 1<14側1，~1J&rfヲ同時＝摘出シテモ忽 クハ死亡

セズ。｜内l＼：－＇、由民ノ｛~IJ腎ノトH側摘出後 ＝＝－ ， -U!!l間以上生存セルモノガ全館 ノ10.3%ナリト云

ヒ， F士山氏ハ生存率ガ11).0%, Levis氏ハ温度，飼養法等ヲJi：意スル時ハ， 死亡率ハ20.0-40.0

%ナリト云ヘリ。家兎＝於テ南側Mil腎 ノ摘出ヲ行フ時ハ，共ノ日 カ5日以内ニ死亡スルモノナ

ルコトハ屡主文献ニ示サレタル庭ニシテ，動物局ニヨリテ死亡率 ノ差異ヲ認ムルハ．共ノlitl= 

何物カノ介布スルヲ覗知シ得ルニ充分ナリ。印チ一般ニ／~I）々付 ノ存在＝諜キルモ ノ ナリ。

¥¥'healer, Vincent， 交問，私山氏等ハ話I）腎 ノ摘出ヲ行フ時ハ， I~リ々腎ハ肥大助殉シテ，副腎ノ

代｜貨機能ヲ替ムモノェシテ， W.'fT機能ヲ有スFレ／，＼I）々 腎 ノ存在ヲ記峨セリ。 Biedl氏ハMIJ々 腎ハ，

犬及ピ猫＝於テハ比較的碕有ニシテ，家兎ハ20-25'."C:，白鼠ハ5%，海！冥ハ4%ナリト報告セリ。

五五＝於テ余ハ，片側Mil腎摘出俊項＝於テ記rfi！（シタル機能低下時ノ骨癒合＝闘スル文献ト本保
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＝｝荘内ごタル丈献ヲ基礎トシテ，家兎ノ雨側刷腎ノ摘出ガ，人工的排骨々折ノ治癒現象ニ如何ナ

ル影響ヲ及ボスモノナYレカヲ検セント欲セリ。

II 費験J目的ト其J方法

1.寅験 J目的

片側両lj腎摘出寅験＝次イデ．既存セ1レMIJ腎機能カe全然皆無トナレル揚合，帥チ同副腎ノ全対j

出資験ニヨリテ人工的排骨々折ノ治癒現象ニ，如何ナル影響ヲ興フルモノナルヤヲ検スル ト共

＝．雨側雨lj腎ノ摘出後ニ於ケル動物ノ生存率 ト刷々腎ノ意義ヲ明カエセ ントセリ。

2.雨側副腎ノ摘出法ニ就テ

家兎＝於テ雨側ノ副腎ヲ同時ニ摘出スル時へ宏、チ死ヲ招来スルコトハ既ニ漣ペタリ。然1レ

エ南側ノ副腎ヲ同時ニ摘fHセズシテ，夫々別々ニ一定ノ間隔日ヲ置イテ摘出スル時ハ死亡セズ

ト。卸チ E.0. Hultgren, 0. A. Anderson氏ハ家兎＝於テ，二次的＝充分ナル間隔日ヲ置イテ

摘出スル時ハ，何等生命ニ影響ナシト云 ヒ， Phrllipeaux, Harley，恥inet氏等ハ白鼠＝於テ，

雨IJ腎ノ全摘出ハ何等費調ヲモ招来セサソレモ fアリト報ゼリ。以kノ文献ヲ顧慮スルニ，高IJ腎 ノ

全摘出後ノ生存域ハ，杢摘出後ニ設現スル副々腎カefti賞的機能ヲ借ムコトノ如何エ存スルモノ

ナルガ故人二次的＝雨側ノffilJ腎ヲ別々ニ摘向スルコトガ最適ナル方法ナリト信ス、。二吹的＝

雨IJ腎ヲ摘出スペキ間隔日＝就テハ， ¥ ¥'iedenhorn氏ハ5-20日，秋山氏ハ7-141l，市川氏ハ10

日，安岡氏ハ 7-!'i2日トシテ質験ヲ行へリ。 サレパ余ハ二次的同IJ腎摘出ノ間隔日 ヲ15日＝一定

シテ，家兎ノ生存率ヲ究メント欲セリ 3

3.全副腎摘出術

両側i'o¥リ腎摘出ニ際シテ，右側／，＼IJ腎ハ解音I]態的＝多クハJ,J;.7:静脈ト結締組織ニヨリテ堅ク癒着

シ，背部切開手術ニヨリテ比較的孝子易ニ露間セシメ得ルモ，共ノ位世ハ深部＝シテ，而モ大空

静脈ヲ損傷シ易ク，共ノ成績モ叉誤差ヲ来シ易キガ鵠＝，最初＝困難ナJレ右側~ilJ腎摘出術ヲ施

行シ タル後＂＇• 15日ノ間隔ヲ置イテコ次的＝熟練セル左側同lj＇背摘問術ヲ施スコト、セリ。右 ffliJ

刷腎ノ摘出手投ハ，左側刷腎摘出術ト大同小異ナルガ故＝省略ス。術後＝於テ雨側副腎摘出動

物へ綿テ停染性ヲi曾スf境問ヲ千lスルモノナルコトハ既＝多数ノ文献ニ記載セラレタルトコロ

ニシテ，温度ノ昇降食餌等ニ詐シク過敏トナルガ嬬メニ．此ノ鼎＝深甚ノi主意、ヲ掛ヘ リ。

4.術後ノ操作

用側高IJ腎摘出術ト同時ニ人工的排骨々折ヲ賞施シ．術後1.2. 3. 4. 5. 6週日ニ到レバjよ々直チ

ニ屠殺シ，骨折部ノ X線認真及ビ瀬徴鏡標本ヲ形リ，屠殺次兎ヲ精綱z検索シテ／，＼IJ々 腎ヲ．捜査

シテ之レヲ摘問シ，鏡検標本ヲ作成セ リ。

III 賓験成績

各賞験動物ノ個々＝就テ，骨折部ノ X線店員所見並ビニ頴微鏡的所見ヲi！ー羅列シテ記載ス

ルコトハ徒ラニ冗長＝亙ルヲ以テ，観察セル時期ノ異ナル＝従ヒテ綜合的ニ之レヲ記録スルコ
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ト、セリ。向品lj々 腎ノ組織取的所見及ビ生存率ハ純メテ末節ニ附記セリ。

1) ’n折後第1遡H所見

（雨側話ljl脅摘出家兎ノ番放； ；第］叩披惚重2000頁，第n:1盟主精霊l!lOO玄，第23！）放締霊2000].t，第24:1披償責

J!lOOJ.t, 第266~虎骨量霊2150].t)

（ィ〉 X線寓長所見

問側副腎摘出家兎ニ於テノ、，骨折昔日ハ細長キ白影ユヨリテ中断セラ レ， 外俄骨折部＝於テハ》陰影7;J,

ムルコト能ハズ。骨折端ノ、峻銑ナり。

（ロ〉 組織接的所見

雨側副腎摘出家兎＝於テノ、，骨折昔Eノ、骨膜様肥厚組織＝ョリテ漠然ト包マ ，，。外仮骨昔日＝於テノ、，幼若

ナJレ新生骨梁ハ骨折局所ョ日隔リタル骨幹部ユ浩 7テ程度ユ後現ス Jレヲ沼メ，之レヲ因縁スノレ遺骨細胞ハ

犠メテ少扱ナリ。骨折鶴エ於テノ、結締組織内二介在シ町幼若ナル軟骨細胞ヲ認メシムルモノアリ。

内仮骨昔Eユ於テノ、，骨E匙ノ、殆ント

動物ユ比シテ何等差異ヲ認ム Jレコトナシ。

2) 骨折後第2週日所見

（雨側副腎摘出家兎ノ番競；第27i披稔重2000丸第286披縛111:2100天，第2S!lf皮鶴重1900叉，第2!J3披傍重

lDOO京）

（イ） X線寓英所見

雨側副i腎摘出家兎＝於テノ、．骨折部＝前週ヨリモ粉々康ガレノレ白影ヲ認ム。外仮骨昔B＝－於テノ、，漠然ト

輪廓ナキ陰影ガアノレモノノ知ナレドモ確カナラ ズ。骨折端ノ、街峻銑ナリ。

（ロ） 組織撃的所見

雨側副腎摘出家兎＝於テへ骨折昔日ハ骨膜機肥厚組織＝ヨツテ被覆七ラJレ。外仮骨部品於テハ，骨折部

ヨリ牒レタノレ部ヨリ後現シ初メタノレ幼若ナノレ新生骨梁ノ、，前週ニ比シテ粉、安達シ，之等ノ骨梁ヲ園績スJレ

遺骨細胞モ亦晴加シテ，新生骨梁／；新生骨・ヲ形成添加シツツア p。線、テ骨梁ノ、幼若ナル軟骨細胞ヨり成レ

ル軟骨性骨梁＝シテ，骨折部＝到レパ多クハ軟骨組織ニヨリテ遮Wrセラ レタノレモノ／知ク骨梁方消失シテ，

之ノ中＝融合セントスルガ~nキ観ヲ嬰ス。内仮骨部ユ於テノ、，骨髄股，、幼若ナJレ軟骨性骨梁／陰影＝ヨり

テ埋メラレシトシ，之等ノ骨梁7間続ス Jレ造骨細胞ノ、極メテ稀ナ H。骨折端ノ、峻鋭／度粉々減ジ，骨折端

間部＝ノ、血液凝塊，肉芽組織及ピ幼若ナノレ軟骨組織ガ介在z。封照動物品比較スルトキノ、大差ナキモノノ

主日シ。

3. 骨折後第3週 ti所見

（雨側品lj腎摘出家兎ノ番盟主 ，第236~庇惚重2000l(，第272披徳意2050:i;t，第2i6~支骨豊重1950叉，第280放線重

2000瓦）

（イ） X線潟長所見

雨的l副腎摘肉家兎＝於テノ、，骨折部ノ、細長キ白影ユヨリテ遮断セラレ，外仮骨部＝於テノ、精膨隆セル陰

影ヲ認ム。

（ロ） 組織撃的所見

雨側副腎摘出動物＝於テノ、，骨折部ハ骨膜僚組織ニ可リテ不完全ナガラ被包セラル。外仮骨部＝於ケノレ

骨梁ノ、線テ軟骨性骨梁＝シテ，之レヲ図様スJレ遺骨細胞ノ、前週＝比シテ著明＝増加シ，新生骨ノ形成添加

ヲ旺縫＝笹ミツ ツアリ。然Jレエ之等／軟骨性骨梁モ骨折部＝於テノ、，多クハ軟骨組織ノ介在スJレヨ トニヨ

リテ中断セ ラレダノレヵ・fenキ観ヲ皐スノレ毛／ナ リ。内俄骨部ユ於テハ，骨慌腔内ニ軟骨性骨梁／侵入＝－ ~ 9 

テ之 7閉塞セント λJレガk日夕，骨折端間部ユ於テモ亦前週＝比スレパ著明＝軟骨性骨梁ノ増加ヲ認メ E 遺

骨細胞モカナリ多鍛＝認 メ ラ ノレ。而モ之等／軟骨性骨~＝－介在シテ軟骨組織／集周 7Wムノレ モ ノ 多シ。骨
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f庁端ノ、峻銑ノ度ヲ滅ジ，少盟主ノ蝕骨細胞ヲ認メ，中ニノ、 Havers氏小管ノ J硝抜大セルモノ 7認メ 1レモノア

リ。潤照動物＝比絞スル時へ各骨梁相互間＝見ラ 1レベキ血管新生ノ溌達少ナク，且ツ軟骨ti:骨梁及ピ進

骨細胞ノ｛援現ガ劣レ Jレモノノ知シ。

4) 骨折後第4週目所見

（雨側話I）腎摘出家兎ノ番披；第200~皮鴨重2050].l，第201披骨堂重2000末、 第211披骨堂竜2000天， 第210披際~；

2100叉）

（イ） X線潟長所見

雨側品lj腎摘出家兎＝於テノ、，骨折部品i英然タノレ陰影／横断ヲ見，外仮骨昔日ノ陰影モ軽度＝シテ，不完全

ナル膨隆ヲ示ス。

（ロ） 組織率的所見

雨側副腎摘出家兎＝於テノ、，骨膜ノ、完全＝骨折部ノ上表ヲ被覆ス。外｛殴骨部ユ於テノ、‘骨梁ノ、総テ軟骨’

性骨梁エシテ，之7闘Jレ進骨細胞ハ前週ト同様ナJレカ又ハ輸減少セノレモノ’刻1シ。而モ骨折部品於テノ、多

量＝軟骨組織ガ介在ス。内仮骨昔B＝於テノ、，骨髄腔ハ輪、扱大シ初メ，骨折端部＝於ケル骨梁ノ、軟骨性骨梁

ユシテ，雨端本目接績シ多数／遺骨細胞ヲ認メシメ，米ダー新生骨ノ形成添加ハ損益ナリ 。而モ骨折端部ユノ、

少敏ノ蝕骨細胞カ・R現シテ骨質／ ；破壊吸4~ ヲ管ミ， Havers氏小管ノ抜大セルモノア Pテ． 骨端ノ、多孔性

トナリ来Jレ。骨折端間部ユハ軟骨性骨梁ユ介在シテ多量＝軟骨組織ヲ認ム。各骨梁相互間ユノ、多数／新生

血管ノー俊現ヲ思ハシム Jレ赤血球ノ；集闇アリ。針照動物＝テノ、此週ニ於テ，E先ユ脂肪髄ハ骨梁ニ近ク迄焚現

シ来レル刀叉ハ骨梁間＝少量＝認メラレルモノナリ。

5) 骨折後第5週目所見

（雨側副腎摘出家兎／番披i第181波骨堂重2000叉，第183盟主持！重I!lSOI＼，第184披骨骨！重2000瓦，第208披慢重

2100叉）

（イ） X線潟員所見

雨側副腎摘出家兎＝於テノ、，骨折部＝倫漠然9ノレ白影7認メ，外仮骨部ノ陰影ハ著シク縮小シ．程度ナ

ノレ膨陵ヲ示スモノナリ。

（ロ）組織接的所見

雨側副腎摘出家兎ユ於テノ、，骨膜ハ殆 ンド正常ト等シキカ或ノ、骨折昔日ニ於テ柏、々 Jle¥厚セル程度ニ之 ヲ被

覆セリ。外仮骨部＝於ケル骨梁ノ、，中心＝軟骨細胞7有シ周遁＝於テハ柏、1t骨セル未成熟ノ骨梁ガ其ノ大

学ヲ占ム Jレユ到ノレ。而カモ倫之等ノ骨梁／周図ヲ園燐スノレ造骨細胞ノ＼ 前週ヨリ柏、減少シタルモ街多数ニ

認メラ Jレ。内仮骨部ニ於テノ、，骨梁ノ、外仮骨部ニ於ケ Jレモノト略同様ノ ；未成熟ノ骨梁ナリ。骨髄腔ハ盆々

城大シテ，脂肪髄山骨梁／ ~付近迄カ叉ハ骨梁相互間＝キ目蛍認メラ レ Jレモ，骨折端岡部ノ中央品於テノ、，脂

肪髄ハ未ダ焚現セx。蝕骨細胞ハ内外仮骨部ユ共混シテ多量x＝認メラレ，殊＝内仮骨部＝於テハ骨端部附

近＝多鮫後現シテ骨質／；破壊吸牧ヲ笹ミ， nメュ Havers氏小管ノ、愈々携大シテ，恰モ海綿吠骨状態ヲ嬰

λ 。然レドモ新奮骨質ノ識SIJハ容易ナリ。

I)) 骨折－後第6週目所見

（雨側副腎摘出家兎／ ：番自主； ；第161自主健霊2050武，第188披骨量意1\)00茨，第206披穂重2000:.i足， 第215~皮特重
2100j¥, 第221披骨量重21.'JO].¥)

（イ） x線潟民所見

同側話。腎摘H：＼家兎＝於テノ、，骨折部ノ、i英然トシタノレ陰影＝包マレ，柑膨隆シタ Jレヵ・知キ外f殴骨ノ陰影ヲ
雪司 t銅色、－・。

（ロ） 組織率的所見
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雨側副腎摘出家兎＝於テノ、，内外仮骨部共＝中心ノ、軟骨細胞7少量＝含メノレ周囲ノ、化骨セル新生骨ヨリ

成レル骨梁ヲ以テ充サル。之ヲ閤続 7.）レ造骨細胞ノ、著明＝減少シ，遺骨作用モ消退 シ'7Jレモノ J主日シ。骨

髄腔ハ機大シ，脂肪髄ハ雨骨折端問ヲ貫通シテ後現シ霊セルモノト，骨折端間部ノ中央＝一致スル部品於

テノミ遮断セラ，，タル主uクュ脂肪髄ヲ認メラ レザノレモノトアリ。諸所＝蝕骨細胞ヵ・激在シテ，今向盛ン＝

骨質ノ；破壊吸牧7鋒ミツツアリ。封照動物ニ比較スレパ，骨梁ハ軟骨細胞ヲ柏、多量＝含有セル軟骨生骨梁

＝富ミ．脂肪髄ノー後達モ不完全ユシテ吸牧モ精劣レルモノノk日シ。

附 記

1) jf,IJ々 腎ノ組織接的所見

副々 腎ノ、第2次的操作郎チ左側副腎摘出ノ日寺ュ溌見シタノレモノユシテ，左側副腎ヨ P約2.5糠程離レ '7）レ

部＝於テ重量疎ナJレ癒着 7以テ附着ス Jレモノユ シテ，実ノ重量ノ、 0.0~叉前後 ／ モノナリ。組織率的ユノ、縛ベ

テ皮質細胞ユヨ P形成伊 レノレモノ＝シテ，鑓質細胞ヲ認ム 1レコトナ シ。正常ナノレ副腎皮質ト同様＝，線毛主幣，

来状帯，綱吠帯／｝I慎二配列シ，此ノ 3暦ノ ｝I原序ノ縛倒叉ノ、：1暦／中何レノ1暦ヲモ飲蹟スノレモ ノナシ。

2）生存 率

雨側副腎摘出＝ヨル家兎ノ生存率ノ、17.5%ナH。 図ミ ー片側副腎摘出 ノミユヨ ）~ 家兎生存率ハ 59.0%ナ

リ。

IV 所見概括

1. x繰馬買，所見

骨折後1週間＝於テハ，骨折部ハキIll長キ白影＝ヨリテ中断セラレ，外偲骨部＝於テハ陰影ヲ認

ムルコト能ハズシテ，骨折端ハ，，虚銃ナ リ。劉照動物ニ比シテ差異ヲ認メズ。

骨折後第2週間ニ於テハ，骨好部ハ納1長キ利幅成キ白，影ニヨツテ遮断セラレ，骨折端ハ向峻

銑＝シテ，封！Jli¥動物＝比較シテ大差ナキモ ノ、如シ。

骨折後第3週間＝於テハ，骨折部ハ向自影＝ヨツテ遮断セ ラノし 、モ， タト1院骨部ニ於テ柑と膨

隆セル陰影ヲ課、 j ，輪廓ハ不明瞭ナリ。針！照動物＝比シテ泥臭少シ。

骨折後第4週目ニ於テハ，骨折部ハ幅炭キ薄影ニヨリテ遮断 セラレ，外｛毘骨部ニ於ケル陰影

ハ，共ノ輪廓ハ梢 EI閃l旗トナレルモ，車l~少 シグルモノ、如クノj、膨降ヲナス。針｝照動物＝比シテ

費リナキ如シ。

骨折後第5週間ニ於テハ，骨折部ノ蔭影ハ向碕イ（.シ．外｛白骨部ノ梢膨隆セル陰影ハ著シク縦

少スレドモ，封HH動物ト差異少ナ シn

骨折後第6週円ニ於テへ’l']-.JJ］・部ハ向陰影ガ僅カニ認メラ レ，外f毘骨部＝於テハ，漠然タJレ

荷影ガ外恨骨ノ骨折部ヲ中心ニシテ認メラレ，什幹ノ連絡セル像ヲ僅カニ紙除セシモノ、如シ。

ます！照動物ニ於テノ、，骨幹ハ 1 僚ノfi.S－：；（；トシテ認メラレ，正常B~~1J· －~d象ト等シ キ程度ナ リ。

要之，雨側刷腎摘出動物ノ X.1:Jj~需真上ノ所見ヨリ推崇スレバ，骨折後第1週間ヨリ第5週目迄

ノ所見ニ於テハ封！！日動物＝比較シテ大差ナキモノ 、如ク翻ラル 、モ，骨折後第6週目＝於テハ

骨折部エ蔭~ノ遮断ヲ僅カニ認メ，且骨幹ガ相連絡スルコトナク，向骨折部ヲ認識セシムル程

度ノ陰影ヲ見セシムルコトヨリシテ，雨側副腎摘出動物＝於テハ針！照動物＝比シテ，骨・折治癒
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所見＝於テ梢と扶クJl,,所アリ。

2.組織事的所見

骨折後第1週間ノ雨側副腎摘出家兎ニ於テノ、，外偲骨部エ於テ幼若ナル新生骨梁ヵー骨折局所ヨ

リ隔リタル骨幹＝.~官フテ設現シ初メ．之等ヲ間続ス1レ遺骨細胞ハ極メテ少量＝シテ，多クノ軟

骨組織ヲ介在ス。内｛毘骨部＝於テハ，骨梁ハ殆ンド認メラ レズ。 骨折端間部ニハ血液提塊ガ認

メラレ，骨折端ハ峻銃ナリ。針照動物ニ比シテ大差ナシ。

骨折後第2週目ノ雨側副腎摘出家兎＝於テハ，骨折部ハ骨膜様肥厚組織＝ヨリテ被覆セ ラル。

外｛毘骨部ニ於ケル新生骨i;fJハ前iQfilニ比シテ梢と護達シ，遺i'J・細胞モ亦増加シテ，盛ン＝新生骨

ノ形成添加ヲ皆ミツ、アリ。綿ペテ之等ハ軟骨性骨梁ニシテ，多クハ軟骨組織ヲj:.量ニ介在ス。

内i毘骨部ニ於テハ．骨髄腔ハ幼若ナル骨梁ヲ以テ充サレント シ，骨折端間部＝ハ血液凝塊，幼

若ナル軟骨組織ガ介在シ，針照動物ト差異ヲ認、メヌ。

骨折後第 3週間ノ雨側前lj腎摘出家兎ニ於テハ，骨折部ノ外表ヲ不完全ナガラ骨膜様組織ニヨ

リテ被包セラyレ。外1毘骨部ノ骨梁ハ綿ペテ軟骨性骨梁＝ シテ， 遺骨細胞ハ著明ニ護現シテ新

生骨梁ノ形成添加ハ旺盛ナリ。之等／軟骨性骨梁ノ問ニハ軟骨組織ノ介在スルモノ多シn 内骸

骨部＝於テハ，軟骨・性骨梁ハ什髄ヲ閉塞セントシ，附骨折端間部＝在Jl,,軟11・性骨梁間＝ハ軟甘

組織ノ介在スyレモ ノ多九骨折端部＝ハ少数ノ蝕骨細胞ヲ認メ.Havers氏小作 ノ掠大セルモノ

アリ。針照動物ト比較スレパ，劃・J照動物エテハコノ週＝於テ既ニ各骨梁ノ相E間隙ニ新生血r:'

ヲ著明ニ認ムルニ反シ，耐側I~リ腎摘出家兎ニ於テハ其ノ護現甚シク貧弱＝シテ，軟骨｜生骨梁ヲ

園緯スル遺骨細胞モ亦少量ナルモノ、如シ。

骨折後第4週間＝於ケル雨側副腎摘出家兎ノ骨折部ハ，骨膜＝ヨリテ完全＝被包セラJ（..， 。タト

｛白骨部ハ線テ軟骨性骨梁＝ ヨリテ埋メラレルモ，中エハ多量ニ軟骨細胞ノ集圏ヲ介在スyレモ ノ

アリ。内1白骨部＝於テハ，骨髄腔ハ横大シ初メ．骨折端間部ヲ埋ム Jl--軟骨性骨梁ヲ園練スル浩

骨細胞ハ今向著明ニシテ，新生骨ノ形成添加ハ盛ンナリ。内外｛毘骨部ヲ通ジテ血管ノ新生カ。顧

著＝シテ，骨折端部 ノ附近＝護現セル蝕骨細胞＝ヨリ骨ttハ破壊吸牧セラレテ著シク多孔性ト

ナル。針照動物ニテハコノ~＝於テ，既＝脂肪髄ガ内｛毘骨部ノ骨梁ノ附近迄デカ或ハ骨梁内ー

少量ニ認メ ラルルモ，雨側l~lj腎摘出家兎ニテハ封m~動物ニ比シテ遺骨細胞ガ多量ニシテ，且又

脂肪髄ノ投現モ遅延セリ。

骨折後第5遡目ニ於ケルM<i側副腎摘出家兎ノ外！毘骨部ノ骨梁ハ， fドバ化骨セン トスル未成熟

ナル骨梁＝ヨリテ充サレ，造骨細胞ハ著明ニ減少ス。内1毘骨部ノ骨梁モ亦外｛毘骨部ノ骨梁 ト同

様ナル未成熟ノモノニシテ，骨髄腔ハ愈と旗大セリ n 脂肪髄ハ内｛民骨部ノ骨梁ノ附近迄カ，叉

ハ骨梁相互ノ間隙ニ少量ニ認メ ラ1レ。骨折端部ノ骨髄腔ノ内外面ニハ多数ニ蝕骨細胞ヲ認メ．

骨質ノ破壊吸牧ハ旺盛ナリ。銅版動物ニ比スレパ隔側雨lj腎摘出家兎ニ於テハ，内外｛民骨部共ニ

4次官性骨梁カ’多分＝介夜シテ，脂肪髄ノ護現ガ梢と涯延セルモノ、如シ n
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骨川後第6週目ニ於ケル削側雨IJ腎摘出家兎ノ内外1白骨部ノ骨梁ハ， fl1i；遡＝比シテ主是々 化骨セ

ントスル新生骨梁ナJI.--c-，向少量ノ軟骨性i'J・梁ヲ介街スルモノ多ク，骨髄腔ハ愈と抜大シテ，

脂肪髄ハ雨骨・折端問ヲ貫通セントスルカ，或ハ雨骨折端間部ヨリ護現セル新生背・梁ト相一致セ

ントスル部＝嘗リテ，脂肪髄ハ全然認、メラレずJレモノトアリ。骨折端部エハ多数ノ蝕骨細胞が

存在シテ，盛ニ骨質ノ破壊吸牧ヲ営メドモ新菖骨質ノ識別ハ容易ナリ。封照動物＝土七シテ，附

側MIJ腎摘出家兎ノ内外1毘骨部＝於テハ軟骨性骨梁ノ介ホスルコト多ク，附肪髄ノ護現モ濯延セ

リ。

安之，附側面IJ腎摘出家兎ニ於テハ．骨折後第1.＇..！ 迦迄ハ大差ナケレドモ，’I')・折後第3遡日頃

ヨリ内外1毘骨・部ニ於ケル軟骨性骨梁及ビ進骨細胞ノ設現ガ劣リ，各骨折相互間ニ見受ケラルペ

キ血恰：ノ新生ガ貧弱ナリ。骨折後第4遡目ノ封！!H動物ニ於テハ，既ニ内f民fj・部 f骨染ノ附近ノ

竹髄腔内カ或ハ骨梁間隙内ニ少量ノ脂肪髄ガ護現スルモ，刷側I~リ腎摘出家兎＝於テハ全然泌メ

ラレズ。骨折後第5週目ニ於テハ，封）原動物＝比シテ内外i民骨部ニ於ケル十j・梁＝軟骨性骨梁ヲ

介在スルコト多ク，且ツ脂肪髄ノ設現モ亦遅延セリ。骨折後第6週目＝於テハ前週ヨリモ脂肪

髄ノ謹現ハ梢と著明ナルモ，針照動物＝比スペクモナク，且又軟骨・性骨梁ヲ介在スルコトモ補

ξ多量ナリ。 ！＂）.上ノ所見ヲ綿括シテ観察スレバ，雨側副腎摘出家兎ニ於ケル骨折治癒現象ハ，

封照動物ニ比シテ明カ＝濯延ヲ来セルモノナルコトヲ 全日リ得。

V 提要

余ハ家兎＝於テ，雨側副腎摘出カ、人工的ニ悲起セラレタル排骨々折ノ治癒現象＝，如何ナ1レ

彫響ヲ及Zドスモノナルカヲ寅験的＝研究シテ，以下ノ結論ヲ得タリ。

1. 雨側ノ日I］腎摘出＝ヨリテ骨折治癒現象ハ遅延ヲ＊セリ 。

:2. 雨側ノMIJ'腎摘出品ヨリテ来ル骨折治癒現象ノ遅延ハ，両I］腎ト他ノ諸種内分掛腺臓器トノ

相E的関係ヲ詳カニスルコトニヨリテ初メテ解決サルペキモノナリ。

3. i'hリ々腎ハ組織接的ニ見テ雨IJ腎皮質組織ヨリ成リ，綜啓帯，束MJ（帯，網tlk帯ノ 3居ノ順序

ヲナシ，3）貸ノ！｜｜員序ノ特倒又ハ快損ヲ認メ ス。

」田 被〈兎ニ JiモケJレ片側話I］腎ノ摘出ニヨ ル生存率ハ59.0%，雨fWJ1,\1J腎ノ・~H+l ニ ヨル生存率ハ17.5

%ナリ。

寓虞附園参照 (Leitz 10 X 8) 

第l闘骨折後第1週目雨側副腎摘出動物／ X線潟民第7幽骨折後第3i/lil目雨側副腎摘出動物ノ i顕微鋭所見

第2圃骨折後第2週目 同 第国岡骨折後第4週日 同

第3厨骨折後第3週目 同 第9岡骨一折後第5週目 関

第4圃骨折後第4週日 l司 第10園骨折後第6週日 開

第6闘骨折後第5週日 同 第11闘訓々腎／額微鏡所見

第6悶骨折後第6週目 同
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麻生・副腎機能ガ骨折治癒＝及ボス影響ト諸種内分泌腺臓器トノ閥係＝就テ

賓験記録皿

第3項削腎機能ガ諸種内分泌腺臓器ニ

及ボス影響ニ就テ

A 副腎ノ機能充進時Z於ケル諸種内分泌腺

臓器ノ組織畢的霊化エ就テ

I 緒言及ビ文献

・・•J.l

副腎機能ノ充進ヲ惹起セシムルペク試ミタル盤化しアドレナリン1しインテレニン寸注射一及ピ

副腎ノ移植貰験＝際シテ，他ノ諸種内分泌腺臓器ニ如何ナル影響ヲ及ポスカニ就テハ，従来多

様ニ報告セラレタル庭ナリ。

a) 高lj腎髄質叉ハ髄質」ホルモン1 トシテノLアドレナリン寸ト諸種内分泌腺臓器殊ニ申欣腺，

胸腺，脳下垂穂並ピニ生殖腺トノ閥係ニ就テ J文献ヲ列拳セン。

甲紙腺トノ関係＝就テハ，徳光，井倉氏等ハ鼠＝於テ副腎皮質ノ機能ヲ泊、失セシメ．髄質機 ι

能ノミヲ残ス時ハ，甲欣｜腺ノ機能充進ヲ来スコトヲ組織・撃的ニ誇明シ．西村氏ハ白鼠ェ於テ副

腎髄質末ノ試食寅験＝際シテハ， Ftl欣｜腺ノ機能低下ヲ来スト蓮ペタリ。反針＝甲欣腺 Lホルモ

ン1 ガLアドレナリン1分脳機能ニ針シテ，一般＝副腎髄質ノ：分泌機能ヲ充進セシムルモノナリ

ト信ゼラルn 郎チ Troe!!,Grunnenberg, Lyon, D. Murray氏等ハ臨康上ニ於テ，甲AA腺ノ；機能

克進＝際シテハしアドレナリン寸ェ著シク敏感トナルモノナリト唱導セリ。 E.'.¥I. Black, l¥Iaりa-

rie, Hupper, John Rogers氏等ハ臨床上＝於テ， lfl欣腺ノ機能充進症.：：.Lアドレナリン1 ヲ謄：

刷シタルニ，病状ハ増悪シタリト云ヘリ n Eppinger, Falta, Rudinger氏等ハ犬 J甲えた腺ヲ易iJtH

シテ， Lアドレナリン寸ヲ注射スル時ハ糖尿ヲ見ル能ハザルモ，申！！J¥腺ヲ附興スル時ハ糖尿ヲ見

ルト云ヘリ。井倉氏ハ白鼠ニ於テ，煙重 100瓦＝封シテ 0.05-0.1詫ノ千倍臨f~Lアドレナリン寸

ヲ毎日皮下＝注射シテ甲駅腺ヲ検シタルェ， fil吠腺ノ機能充進ヲ詮シタリト。 Pighini,Giacomけ

民等ハ雛＝於テ Lアドレナリンー1ヲ反覆注射シタル＝，甲献腺＝イr1J等鐙化ヲ認メザリシト云ヘリ。

胸腺トノ開係ニ就テハ，西村氏ハ白鼠ニ於テ髄質未試食貰験ヲ行ヒ，組織，軍基的ニ見テ胸腺ノ

所見ハ一致セズト云ヒ， Wastenson氏ハ両lj腎髄質ノ浸出液ノ注射ニヨリテ，胸腺 ノ萎縮ヲ誇明

シタリト。（;o]dner氏ハ犬ノ初生仔ニL7’ドレナリン1ヲ反覆注射シタルニ，胸腺ノ退行鑓性ヲ

謹シタリト工二ヒ， Pighini,Giacけmo氏等ハ雛ニ」アドレナリン寸ヲ注射シテ， Jl削除ニ於テ明カニ

退行慶性ヲ認、メタリト述べ，井倉氏ハLアドレナリ ン「反覆注射ニヨリ胸腺ノ萎縮ヲ誇明シ，Lア

ドレナリ ン寸ガ胸腺＝直接抑制的ニ作用スルモノナラント結論セリ。

脳下車関トノ闘係ニ就テハ，しアドレナリン寸分泌ト脳下垂艦ノ機能トノ間ニ，互＝抑制或ハ促

進的作用ヲ有スルモノカ否カハ確カナラズ。井倉氏ハLアドレナリン寸反覆注射ニヨリテ，脳l.;"

~Mi ノ中葉エハ鑓化ヲ認ム Jレコトナク，綿、ペテ前··~~ニ密化ヲ認、 メ，一般＝ιヱオヂン寸｜』附子細胞
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ノ；著明ナル減少並ビニ萎縮，主要細胞ノI曾加ヲ詑シタリト云 ヒ，四村氏ハ副腎髄質未試食貫験

＝際シテ，脳下車惜ノ全葉或ハ前葉＝充血， Lヱオヂン寸II番好細胞ノ軽度ナル肥犬増加ヲ認メタ

リト述ペタリ。

生殖腺妹エ皐）Lトノi調i革＝就テハ，一般 ＝両IJ腎髄質ノミヲ別出スルモ生殖＝影響ナシトセ 7

ルハチl二倉氏ハLアドレナリン寸反覆注射ニヨリテ皐丸ニ鑓化ヲ，t;｛！，メズ，西村氏ハ副腎髄質未試食

寅験＝際シテ， 主事丸＝於テハ何等鐙化ヲ記、メザリシト云ヘリ＠

b) l~IJ腎皮質 ト甲状腺，胸｜政，脳下垂慌並ビニ生箔腺トノ開係＝就テノ丈島民ヲ列事セン。

甲!!kl腺トノ閥係＝就テハ，副腎皮質ト月lf!J¥I除トハ拾抗作用ヲ呈スルモノエ シテ，辻教授ハ鼠

＝於テ雨側副腎ヲ別出セル結果， EflAAI腺ガ日カモパセドウ氏病ノ際ニ見Jレカ「如キ貫質性甲州政

腫ノ像ヲ塁スルコト ヲ認メ，之レヲ皮質 ノ快陥ニ基昆lスルモノトナシ．皮質快陥ノ結果！fl欽腺

＝封スル抑制ガ除去セラレテ，Efl!{kl隙ガ斯カル機能充進ノ像ヲ来セルモノトセラレタリ。徳光

氏モ亦副腎皮質ガ甲欣腺ト拾抗作用ヲ；布スル コト ヲ問へ，／~IJ腎皮質ヲ傷害ス レパ甲欣腺ノ肥大

ト腰様甲えた腺腫ノ像ヲ呈シ，更ニ1Ji.質ガ、全然消失ス Jl.-時ハ寛氏性甲欣腺腫ヲ起スモノニシテ，

此ノ際副腎髄質＝全ク閥係ナキコト立誰セリ。従ツテ叩飲腺ヲ射出スル時ハ，副腎皮質ノ肥た

ヲ超スコトハ Glc_1・,Biedl l輔氏＝ヨツテ詮明セラレタリ。 西村氏ハ同IJ腎皮質未試食費験＝於テ，

rp月）（I娘ノ機能低下ヲ甚シキ時＝ハ萎縮費性ヲ起セルモノアルヲ組織製的ニ謹明シタリ。

尚lj腎皮質ト胸腺トノ閥係ニ就テハ，一般臨床上ニ於テハアヂソン氏病＝際シテ屡々胸腺ノ肥

大カ＇rte.メラレ，副腎皮質機能ノ111:・FニハJI旬IJ泉ノ肥大ヲ起スモノト信ゼラル。西村氏ハ副腎皮質

よ試食寅験ニ際シテハ＇ JJ旬腺ノ鑓iヒナキモノ，機能旺盛ナルモノ及ビ機能低下セルモノ等種々

ノ欣態＝詩明サレタルモ，一般的＝見テ梢機能低下ヲ来セルモ ノナリト云ヒ， ¥Vastenson氏ハ

討lj腎皮質ノ浸11¥i夜、注射ニヨ リテ，胸l腺ノ萎縮ヲ記、メタリト云ヘ リ白

同lj腎皮質ト脳下車臆トノ聞係ニ就テハ，西村氏ハ白鼠＝於テMIJ＇背皮質未試食貫 験ヲ行ヒ，脳

下rfr韓ノ全葉又ハ前菜ニ充血しエオデン寸I噌好細胞ノ増殖， 後葉ニ於テハ多数ノ大Lコロイド1殻

現セルモ，機能的ニ見テ定見ナシト云ヘリ。 λにけIi,Smith, Gresser氏等ハ犬鼠＝於テ．逆ニ脳

下一前韓ヲ破壊スル時ハ Dystrophiaadiposogenitalis ノ出妖ヲ長シ． 此ノ l?i~副腎皮質 ノ著d月ナJレ

萎縮ヲ詩明ス ト云へ リ。反之 Evans 氏ハ白鼠ニ於テll路下J~目撃前葉ノ越幾斯注射ニ ヨ リ テ， ti:

々副腎皮＇｛＇（ ノ肥大ヲ見ル ト述ペタリ n

刷'ffl!(_'{'fI、生殖l政殊ニ皐)Lトノ闘係＝就テハ，元＊生殖l娘ト皮質トハ共＝中匹菜ヨリ生ジタ

Jl.-モノナレパ，費生事上密接ナ1レ闘係アルモノナリ。同村氏モ亦副腎皮質米試食貫験＝於テ皐

)L ＝充血ヲ詮シ， 一般＝皮質機能ノ光進ハ生殖！腺機能ノl!E盛ヲ資スモノノ；如ク推定セ ラ I~ · /l-'{;-

fーシテ，従来ノ文献ヲ綜合的＝観察スレパ，皮質，生殖腺共ニ共働作用ヲ有スルモノト容認

-eラJl.-。

じ） 刷腎ノ移植ニ際シテノ諸種内分泌腺 ノ個々ノ控1ヒ＝針スル文献ハ稀ナリ 。凶村氏ハ牛両I]

1梓未 0β1-0.05JCヲ毎日投興シテ， 2~－;J..j 日間試食セシメタル ：' IPJIJJ~R ＝於テハ!J多様ljl!IJ¥腺



麻生・副腎機能ガ骨折治癒ュ及ポス影響ト諸種内分泌腺臓器トノ関係ニ就テ お5

腫ノ像ニ近似シ，機能休止ト萎縮ヲ起シ. ~J欣腺機能ノ低ドヲ＊スモノニシテ，胸腺＝於テハ

大差ナキカt1¥(.,1、胸腺ノ髄質ハ縮小シテ境界不明瞭トナリ，ハツサ一氏小鰭ハ著シク減少シ.n品i

下軍膿ノ肥大セルモノ、後葉ニ大Lコロイド1 ノ出現スルモノアリテ，生殖線ニハ費化ヲ認ムル

能ハザリシト云ヘリ。

必ニ於テ余ハ，瞳化Lアドレナリン1, Lインテレ＝ン1・注射及ビ討I］腎移植ノ際ニ於ケyレ訓腎，

~11#k腺，胸腺，脳下tli:骨量並ピニ生殖腺ノ蟹化ヲ組織率的＝検セントセリ。

II 賓験 J 目的

副腎ノ機能！'C進＝就テ試ミタル賞験成績ヲ批判，考按スルニ先チテハ，先ヅ各賞験項目ニ就テ

施行シタル操作gpチ堕化Lアドレナリン＇， Lインテレエン1注射並ビニ函IJ腎移植貰験後＝於ケル

諸種ノ内分泌腺臓器殊ニ副腎，甲#kl腺， ll何l腺， ll踊下垂膿及ビ生殖l腺ノ個々 ノ費化ニ就テノ充分

ナノレ検索ヲ試ミルエ非ザレペ人工的勝廿々折ノ治癒現象＝針シテ， Iビ首ナル推断ヲ興へ得ザ

ルモノナリト確信ス。サレパ余ハ盟化しア ドレナリン1, Lインテレエン1注射及ピ副腎移植ヲ行

ヘル賞験動物＝就テ，諸種ノ内分泌腺臓器ヲ易1HH：：，－，しツヱ円イヂン寸包埋顛倣鏡標本作成ニヨ

リテ精細ナル検索ヲ試ミントセリ。

III 茸験成績

各賞験能項＝於ケル賓験動物ノ個々ニ就テ，内分泌腺諸臓器ノ組織接的所見ヲ逐一雑ダリシテ

記載スルコトハ徒ラ＝冗長＝瓦ルヲ以へ観察セル時期ノ異ナルエ従ヒ，騨化しアドレナリ ン寸

I主射，しインテレニン＇ H：射花ピニ副腎移植動物ニ就テ綜合記録セリ。向寅駒場〈兎 ノ番披骨尊重ハ

各貰験項目ニ於テ翫i基セルタメ之レヲ省略セリ。

a) 蝉化Lアドレナリン＇i主射家兎ニ於ケル諸種内分泌l践臓器ノ組織製的所見

（）内，.：歎字ハ個々 ／内分泌腺／重量， 4 ノ、重量／増加ヲ示ス

1. 比射後第1週目所見

（イ） 副腎：著聖書ヲ認メズ。（0.24叉）

（ロ） 甲状腺・総胞ハ一般＝縮少シ，大小混在セリ。鴻胞内ユハLコロイド1ガ充満シ，上皮細胞ノ、一般

＝岡容形，楕図形ヲナシ， i愈胞相互ノ間賞ノ、少量トテル。（0.24叉）

（ハ） 胸腺：髄質皮質／境界ハ明カユシテ．ハソサー氏小健／：大サ，鍛＝於テ著者差ヲ認メズ。（1.64：氏）

（ユ） 望書丸：細精管ハ普通）（ユシテ，精細胞ユ鑓化ナシ。結糸 7認ムルモ／ト然ラザルモノト在リ。

(l.061{ +) 

（ホ） 脳下垂惚：前，中，後葉共＝ノド後ナ Jレカ x ，、 1 例＝於 F 前東＝松l支ノ充血 ＂ ~：zム Jレモノアヲ。
(25.5 mg) 

:2. 注射後第2週目所見

（イ） 届1］腎：皮質髄質ニ認化ヲ認メ ズ。（0.13叉）

（ロ） 甲状腺：減施ハ一般＝小トナリ， i慮胞内／しコロイド円、充満スレドモ，牛政＝於テハ稀薄ト ナレ

ルモ／ア H。中＝ハ ｝.，；空ff;]7形成λJI.-モノ 7;1忍ム。鴻胞ヲ随ム上皮細胞核ノ、図形，怖図形7ナス。間賞ハ

タ盈ナ P。（0.33叉）

（ハ） 胸腺：殆ンド維ベテユ於テ皮質髄質ノ境界ヵ・不明＝シテ，中＝ハ淋巴細胞ハ崎i少量ユシテ結締組
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織ノ侵入ヲ蒙Jレモノアリテ，著明ナル萎縮受性ヲ起セルモノアリ。イどと＿！＂二氏小骨量ハ稀カ或ノ、形小ナリ。

(l.83瓦）

（ユ〉 皐丸 －細精管，精細胞＝異後ヲ認メザレ rモ， l例＝於テ精細胞中， 精母及ビ精媛細胞／散在ス

Jレ毛ノアリ，精糸ハ一般ニ認メラレズ。（0.i2瓦）

( '") 脳下垂飽： i鑓化ヲ認メズ。（：.W.Omg)

3. i i：射後第3遡同所見

（イ） 副腎：袋化ナ シ。（O.H叉）

（ロ） 甲状腺：鴻胞ノ、一機＝小トナリ， Lコロイドり、充満スレドモ精稀務トナレルモノ、知シ。上皮細

胞核ハタ〉シ大ナノレi慮胞＝於テハ繍図形叉，、肩平 トナリ，ィ、ナル潟胞＝於テノ、図形，骨生子形ヲナス。間賀川

精少量ナリ。（il.'.¥8京十）

（ハ） 胸腺：皮質髄質ノ境界ハ明瞭ナルモ ノト， 境界不明瞭トナ日柏、萎縮セJレモノトアり。（1.4京）

（＝） 豊島丸：細精管／たサニ豊島リナク，精細胞ノ m~列ニ異鑓ヲ認メ ス。一般＝間質内ノ；充血著明ナリ。

（ホ） 脳下霊骨量：一般＝前菜ノ充血ヲ認ムノレモノ、女日夕，中葉＝於テモ充血ヲ認ムルモノアリ。」エオチ

ン，~蓄好細胞，盤基性細泡並ピユ三主要細胞＝聖書化F キモノ、先日シ。（18.8 mg) 

・l 注射後第4週目所見

（イ） 副腎：強化ヲ認メズ。（0.29叉＋）

（ロ） 甲状腺：穂胞ハ著明＝縮少シ， L コロイド～、之レヲ充満スレドモ着 シク稀務ナJレモノユシテ，園

漣吋慮胞ノ空虚ナJレモノヲ多数ユ介在シ，中＝ノ、k空洞ヲ形成Z ルモノアリ。上皮細胞核ノ、稀薄ナルL守ロ

イド， 7充満セル輪、大ナル鴻胞＝於テノミ肩平叉ハ縮図形ナJレモ，d、ナルi窓胞叉ノ、空虚ナノレi慮胞＝於ケJレモ

ノノ、図形，閣議形叉ノ、機図形ヲナス。而モ上皮細胞ノ、疎トナりテ鴻）j包ヲ包ム。（0.3叉〉

（ノ、） 胸腺：一般＝髄質皮質ノ増たヲ認メ，境界モ明瞭ナリ。ハ ツ サー氏小骨豊ノ、柏、大トナレルモノ、 ~u

シ。（2.41'(+) 

（＝） 撃丸・絢縞管ノ、精f細小トナリ，間賞モ亦康マノレ。精細胞＝着替豊ナク，精糸ヲ認メズ。中ユハ著明

ナノレ充血ヲ：.iムル毛ノアリ。（1.4叉＋）

（ホ） 脳下垂路・一般＝前菜f充血ガ認メラノレ。（26.5mg) 

5. 技射後第5週日所見

（イ） 副腎・殆ンド著書化n:Zメザレド毛， I 例ニ於テ髄質自身カ或ハ皮質トノ境界ユ程度ノ充血ヲ~z.'. ム

ルモノアリ。（0.28瓦＋）

(!") 甲状腺： m量胞ハ機シテ小＝シテ，空鹿ナJレ滅胞7介在スルモノ多 ケ， Lコロイドり、稀薄ナリ。上

皮細胞／；核ノ、岡形;J...，、機図形ヲナス。間賞，、少量ナ目。（0.35京）

（ハ） l胸腺．髄質皮質／ ；槍）（ヲ来セノレモノ 1.，境界不明ユ シテ一部＝萎縮ヲ認メシムルモノト アリ テ，

所見一致セアf。（1.町沢＋）

（＝） 星島丸・細精管・／大サ＝昔量化少ク，精娠， t市母細胞，、散逸セJレ状態ヲ黒λ ルモノ事シ。精糸J、；1メ

ノレズ シテ．問主主ハ精度.!I ナリ，充血7 ~：i メシムノレモノアリ。（O. i3瓦）

( >)';) 脳下垂骨量・前史ノ 充血ヲ認メシムノレモノ多シ。（29.8mg. +) 

ti. i i：射後第6週間所見

(0  副腎：髄質部及ピ綱状帯宇都＝軽度ノ充血7認メシムノレモノアリ。（0.22叉）

（ロ） 甲状腺・鴻胞，、一般＝細小＝シ テ I. ？ロイド～、稀fr草， 空厳ナノレi愈胞ヲ多量文＝ ~；gム 。上皮細胞核ノ、

備関1r＜ヲ ナス。（0.33叉）

｛ハ） 胸腺：殆ンド獲化ハ，；：2メヲレアJ。（：！.11/J¥+)



麻生・副腎機能ガ骨折治癒ユ及ボス影響ト諸種内分泌腺臓器トノ関係ニ銑テ 九九7

〈ユ〉 感丸・細精管ノ大サノ、普通＝シテ，精細胞ノ llic:1tlユ異郷ナシ。絹糸 プ ~；＂｛！， メシム ノレモ ノアリ。（0 . 9瓦）

( ;); ) 脳下歪惚：前策／充血ハ認メ ラレ ルモ，Lエオヂン「晴好細胞，主要細胞ノ：量的関係ハ不担軽ナノレモ

ノ、女IIシ。（'.li.:1mg)

b) Lインテレ Z ン＇i主射家兎ニ於ケル諸種内分泌！腺臓器ノ組織皐的所見

l. i r:射後第1週目所見

（イ）品1］腎：後化ナシ。（0.19瓦）

（ロ） 甲状腺：瀦胞／大サハ普通た＝シテ， L J ロイド＂ 7充満ス。 大小j癒胞／混住スル中＝稀消ナJレ

Lコロ fド1γ充満セノレ小i慮胞ヲ多数＝介在スルモノアリ。上皮細胞核ノ、悶形，機図形或ノ、骸子形ヲナ九円

(0.21瓦）

（ハ） 胸腺－髄質及ピ皮質ノ境界ガ明カ＝シテ．ハ ヅサー氏小憶が正常ノ 2倍位＝ナレルモノト髄質皮

質ノ界ガ不明瞭＝シテ．ハツサー氏小槌ノ、小＝シテノj、数ナノレモノト雨様／所見アリ。（l.210

（＝） 苦手丸：細椅管ノ、持遁ト岡大ナルカY-ノ、精綿少セノレモノトアリ。精細胞ノ配列＝異状ナク，絹糸7

~：！！. メ得ルモノト ；，t メ得ザJレモノトアリ。（1 .27瓦）

（ホ）脳下安穏殆ンド獲化 ＇｝ ~；＂｛！， メズ。（20 .6 mg) 

:!. 注射後第2週目所見

（イ） 副腎：嬰化ヲ獲メラレザル程度ナルモ，中ユハ皮質部f細胞ガ稿、活液トナ レJレ所見ヲ嬰スルモノ

アリ。（0.23瓦）

（ロ） 甲状腺鴻胞ノ大サノ、殆ンド正常ト後リナケレドモ， L コロイ I·＂ ，，.、充満 シ，上皮細胞核ノ、 ~ クハ

扇平トナJレ。（0.33叉）

（ハ） 胸腺：聖書化ヲ；.;gメズ。（2.36瓦十）

（＝） 星島丸 細精管ノ、普通大ナJレカ叉ハ着シタ縮少シ，間賞ハ厳..，，.）レ。精細胞／Ilic列＝鐙リナク，精糸

ノ、認メラレズ。（0.74叉）

（ホ） 脳下垂飽：前菜ニ車重度ノ充血ヲ認 バシムノレモノアリ。（：H.7mg) 

3. 注射後第3週目所見

（イ） 副腎・皮質部／細胞若手或，、各層＝主要化 it,；＂｛！， メラレザJレモノ アレドモ 3 一般＝綱状帯及ピ来状帯 ノ

極ク一部分／ミ＝著明ナノレ充血ヲ認メシムルモノ多ク．細胞ハ柏、活綴トナレリ。（0.22瓦）

（円） 甲以腺：減胞ハ普通J.:..ノモ／ト背骨増大セルモノトアリテ， Lコロイドり、充満ス。 大ナノレ鴻胞＝於

ケル上皮細胞核ハ扇司王ナJレモ，小i愈胞＝於ケJレモノノ、機図形ヲ ナス。間賞品雪書化ナシ。（0.2叉）

（ハ〉 胸腺－一般ユ髄質ト皮質／境界ハ不明瞭トナリ，淋巴細胞ノ；量ハ艦メテ少量品 シテ，之／中ユ結締

組織71.昆ジ，著明ナル萎縮習を性＂＊セ Jレモ ノ多シ。然レ共1例ユ於テノ、髄質部ノ肥大 ト充血ヲ認 ム。（0.5天）

（＝） 撃丸 ・ 殆ンド聖堂、化ヲ嬰セ ズ シテ続糸ヲ認メ得Jレモ ノト ， 細精管ノ、縮ぅb シ，間賞ハ康•7 y，精娘嫡

母細胞ヵ・干1摘L雑ナJレ菌研lj7ナシテ，精糸ヲ認 メ得ザJレモノト闘機／所見ヲ塁・ ス。（0.44瓦〉

{ ;); ）脳下整骨量：細胞群ニ著：境7認メズ。唯断I葉ノ充血ヲ J：~. メシムルモノアリ。（22.8 mg) 

-!. 注射後第4週目所・見

tィ） 品。腎：髄質エ獲化ナ シ。皮質部＝於テハ綱状帯及ビ来以ー俗ノ内部ニ充血ヲ認 メ，皮質部ノ細胞群

ノ、精活綴ト ナレリ。（0.24叉）

（ロ） 甲状腺： i慮胞ハ大ナルモノトノトナノレモノト混在 シ，総ペテLコ目 イド，7充満ス。上皮細胞核ハ扇

苧ナ九（0.3叉）

（ハ） 胸腺：－fl支＝髄質ト皮質／境界ガ不明瞭トナリ， i休巴細胞ハieAtユシテ結締織ヵ・,n入シ，萎縮受性

7起セルモノト，髄質ト皮質トノ境界明カ＝シテ，ハツサー氏小骨量ノ著大ナJレモ／ 'I介拍ミスルモノト ア



5•)8 日本外科貧函第 12 谷第 2 鋭

り。（U 京＋）

（＝） 皐丸－線ベテ絢精管ノ、縮小シテ，問責ハ揮官マリ，精細胞ノlliil列ハ疎ユシテ，精糸ハ認メラレ ズ。

(0.52叉）

（ホ） 脳下垂惚：前菜ニ程度ノ；充血7認ム。（：JI.4 mg +) 

5. i主射後第5週目所見

en 品1）腎 ・皮質部＝於テ綱）j)d持＝軽j変／充!fit，，認ム。（0.22]'()

（ロ） 甲紙腺： i愈胞ハー健＝柏、大ナノレモノ 、知：，.> L コロイド可ヲ充満シ，上皮細胞核J、肩千ナリ。

(0.3瓦〉

（ハ） l胸腺．髄質ト皮質トノ；境界ノ、明カ＝シテ，ノ、ツサー氏小惚 1；柏、大トナレJレモノ アF。（2.118京＋）

，（＝） 皐丸 細精管ノ大サノ、普通ナノレカ叉ノ、締結少セリ。前者＝アリテノ、精細胞ノ配列正常ニシテ守少

数ノ精糸ヲ認メ，後者＝アリテノ、精細胞ノ自己列ハ疎ユシテ，精糸ノ、認メ ラレフJ。co.no
（ホ） 脳下垂惚・前薬品充血ヲ認ム。（31.0mg +) 

6. 注射後第6週目所見

（イ） 副腎・髄質昔日＝聖書化｝ク ， 皮質音E特＝網状帯 l、来状併ノ内部品充血ヲ ＇；：~. ム。 （0. 3去十）

（ロ） 甲状腺： i慮胞ハ一般ニ大＝シテ， d、1慮胞ガ介在セリ。各l~制包ハ L ::Jo イド守7充満シ，上皮細胞核

ノ、扇卒ナリ。（0.4瓦＋）

（ノ、） 絢腺：普i重ナJレカxノ、皮質及ビ髄質ノ増y、ヲヰiシ，ノ、ツサ－氏小骨霊／；硝

モ／ア H。（2.9叉＋）

（ユ） 率九・正常ナル細精管 ト悶 たノモノト，柏、総'.bセJレ締精管ヲ有スノレモノトアリ。精細胞f自己列，、

一般＝j錬＝ナレノレ叡アリ。精糸ヲ見ズ。 （1.19瓦＋）

( .): ) 脳下室骨堂・前薬品著明ナJレ充血7認ム。細胞群ユ封スノレ所見ノ、総力ナラズ。（31.2mg +) 

c) 副腎移槌家兎＝於ケル諸種内分泌腺臓器ノ組織観的所見

1. 移f直後第1週目所見

（イ） 副腎：獲化ヲ認メズ。

（ロ） 甲状腺： j癒胞ノ大サ＝獲りナタ＇ Lコロ fド1，，充満 λ 。

（ハ） 胸腺（＝）星島丸（ホ）．脳下垂燈ユ獲化ナシ。

:!. 移権後第2週目所見

（イ）副腎：幾化ナシ。

（ロ） 甲以ー腺：鴻胞内＝. L コロイド1ヲ充満ス。芙·1也＝着認、ヲ·；；.~ メ ス 。

（ノ、） 胸腺 ： 髄質及ビ皮質ノ境界ハィ、明！旅トナリ， i林巴細胞ハ著明＝ 1味ラトナリ，萎縮 n.~ メシムルモ

ノアリ。

（＝） 象丸・細精管ノ大サノ、i正常，精細胞ユ異獲ヲ認、メズ。

（ホ） 脳下垂程：著愛n.i!.メズ。

3. 移植後第3週目所見

（イ） 副腎・皮質部／網状帯＝軽度／充血ヲ認ムルモノ、主11"'0(0.33叉＋）

（ロ） 甲朕腺：i慮胞ノ、大小中目i昆ジ，総ペテノ鴻胞＝ノ、L J u イト門ヲ充満ス。（0.:3!)]'()

（ハ〉 胸腺：正常／所見ヲ思スノレカ或ハ淋巴細胞ハ粉々少決ト ナ リ，皮質館賞ノ境界ガ柑不明瞭トナレ

ノレ毛ノアリ。 （2.15]'()

（＝） 年丸： き進化すシ。（11.%八）
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（ホ） Hf.I¥下垂骨量：前菜＝軽度ノ充血ヲ認ムノレノミナリ。（20.i'img) 

4. 移植後第4週目所見

（イ） 副腎：正常／所見ナルカ叉ハ皮質ノミ＝於テ各暦ノ；細胞群ヵ・柏、活持者トナレルモノアリ。（0.2:!0

（ロ） 甲状腺：大ナJレj慮胞＝介在シテ多目政／ノj、ナル穂胞ヲ認メ，線ベテ ／i！~胞内＝ノ、 L コロイド1 ヲ充満

ス。上皮細胞／核ノ、扇子力楕圏形ナリ。（OA京＋）

（ハ） 胸腺・髄質ト皮買トノ界ガ柏、不明瞭トナレJレモノ；多シ。 て二三士一氏小骨量ノ、縮小セリ。（1．日京）

（＝〉感丸：異境ヲ認メズ。（0.48支）

（ホ） 脳下霊骨量：縛テ前菜ユ充血ガ，］；；！，メラル。（29.0mg +) 

5. 移植後第5週目所見

（イ） 副腎：殆ンド著書化ナキモノ、加1シ。（0.・5),l)

（ロ） 甲状腺：大小パ慮胞が混在的各漉胞ユハLつロイドヲ充満シ，上皮細胞核ノ、扇千ナルモノ多シ。

(0.4京＋）

（ハ） 胸腺：館賞及ピ皮質／境界ノ、明カ＝シテ．特ユ鑓化ヲ認ムノレヨトナ シ。（1.6京）

（＝） 懇丸：細精管カ’精小ナルモノ、知：P，其他精細胞ユ著書化7認メズ。（0.01－茨）

（ホ） 脳下垂棺： liil様ノ充血ヲ認ム。（28.;jmg +) 

G. 移値後第6週目所見

（イ） 副腎・皮質／各層ハ幸町肥大セルモ ノ、k日シ。細胞群ノ、各層：於テ活後エシテ，綱以一帯＝程度ノ充

血アリ。（0.24ヌ）

（ロ） 甲状腺 － 鴻胞ハ大小相｛~在シ，総ベテLヨロイド ヲ充満ス。 大ナルi慮胞＝於ケル上皮細胞核ノ、菊

平ナリ。小ナル鴻胞＝於テノ、Lコロイド寸ハ稀薄ナJレモノ、知シ。

（ハ）胸腺：獲化7認メズ。（1.8瓦）

（＝｝ 撃丸・細精管，精細胞＝讃化ナク，精糸ハ認メヲレズ。（l.ltl瓦＋）

（ホ） 脳下垂骨量：部i葉殊＝中葉＝接スル部＝充血ヵ・著明ナルモノ 、女日シ。（：＝＼l.:! mg+) 

IV 所見概括

a 臨化Lアドレナリン 1注射家兎＝於ケノレ内分泌腺臓器ノ組織接的所見

注射後第 1週目：両！J腎ニ於テハ境化ナク，甲欣腺ノj慮胞ハ一般ニ縮少セリ 。胸腺，皐丸＝鎚

化ヲ認メズ。 Ill員下垂膿＝於テハ1例＝前菜 ノ充血ヲ；；.-eメタリ 。

注射後第2週目： 6¥1］腎ニハ愛化ナシ。申欣腺ノi慮胞ガ一般エ！］、ト ナ リ， i慮胞内 ノしコロイド

ハヲE満シ且ツ梢稀薄トナリ，軽度ナル甲欣腺ノ；機能充進ノ像ヲ呈ス。 H旬｜旅ニ於テハ皮質及ビ髄

質ノ境界ガ不明瞭ニシテ，淋巴細胞ノ、少数トナリ，結締組織ガ侵入シテ萎縮野l生ヲ来スモノア

リ。皐丸及ビ脳＇ f]t鱒＝於テハ著費ナシ。

注射後第3週！！・雨IJ腎ニ蟹化ナシ。 f1'J71知県＝於ケルj慮胞内 ノ Lコロイド1 ハ陥l'iJ;iノ程度ヲI曾

1mセルモノ ノ如ク．更ニ機能充進ノ像ヲ収セリ。胸！線＝於テハ正常ナル組織像ヲ呈スルモノ ト

艇度ノ萎縮ヲ＊セルモノトアリ。皐丸ニ於テハブピ血著明ナルモノヲ認メ．脳下；票開＝於テハ古Ii

葉ノ充血ノミナラズ中葉＝於テ著明ナル充盈ヲ訟メシムルモ ノア リ。

詑射後第4週間：漏！J腎ニ費化ナシ。市AA腺＝於テハi慮胞ノ締i少ガ著明＝シテ， Lコロイド1ハ
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有シ夕刊』｝；｜」トナリテ之レヲブビi繭シ，一部空l畠トナレル液胞ヲ必ムルノミナ ヲス全ク空洞トナレ

ルモノアリ。胸腺ニ於テハ髄質弁ピニ皮質ノ増大及ヒ三三之土三氏小fi世ノ梓j大ナルモノヲ認メ．

軒度ノ肥大ヲ考へシム。脳：F丑骨骨！ニハ前’lノj充・Jfn.ヲ認ム。

注射後第九週目： j¥¥IJ'管ニハ蟹化ナケレドモ，唯 1例ニ於テ髄質ト皮質トノ境界部ニ近ク充血

ヲ記、メタリ。 q:iHた！保ニ於テハ干希薄ナyレLコロイド寸ヲ充満セ Jt-7慮胞ニ介在シテ，本~ナJt-i慮胞ヲ

有ス ｝~ モ I~ シ。胸IJ泉ニ於テハ髄tT ト 皮質ノI伶大ヲ＊セルモノト芸市.＇！（； ヲ認メシムルモノトアリ 0

1：ヴLハ全ク背通ナルカ，或ハ細精管ニ蟹化ナキモ間質ガ庚マリ 充血ヲ来セルモノアリ。

注射後第 fj週日：討lj腎ニ於テハ髄質及ピ皮質ノ内部ニ程度ノ充血ヲ＊セルモノアリ。叩剤、娘

ニ Ji~テハ稀f\!iナ yレLコロイド1ヲ充満セルi慮胞ト空虚ナFレi慮胞トガ混花シ，胸腺ニハ嬰化ナシ。

皐丸＝於テハ.IE常ノ組織像ヲ長シ，精糸ヲ細精管内ニ認メ，脳下君臨ニ於テハ前菜ニ充血ヲ認J.,0 

要之，盟化」アドレナリン「注射ニヨル家兎ノ内分泌腺諸臓持殊ニM!J腎＝於テハ，注射後第5

週及ビ第 fl週間＝髄質部トJli.'iTトノ境界ニ於テ軒j主ノ充血ヲJ;{f,、メ．『＼l!U：；腺ニ於テハ注射後第2

週11ヨリ明カニ機能尤進ノ像ヲ呈シ，週ヲ重ヌルニ従ヒテ毎々著明ナル所見ヲ記、ム。胸腺ニ於

テハ注射後 ~·Q.3，自ニ於テ萎縮ヲ認メ， I主射後第4.5週ニ於テハ反ツテ駒大ヲ詩明シ，注射後第

1；週間＝於テハ殆ンド健常胸腺ノ所見＝等シ。然レ共一般的ヨリ見レパ，萎縮ノ程度ガ優レル

モノノ如シ。皐丸＝於テハ著明ナル鑓化ハ記、メラレザレドモ，注射後第3..1.5,;R＝於テ充血ヲ認

メシムルモノアリ。脳下立髄ニ於テハ一般＝前必ニ於テ著明ナル充血ヲ認ムルモ，しヱオチン 1

l格好細胞及ピ主要細胞ノ増減ニ就テハ一定ノ所見ナシ。

b Lインテレエン「注射家兎＝於ケル内分泌腺臓器ノ組織・事的所見

注射後第1週目：副腎zハ慶化ナシ占甲Rjc腺＝於ケルi慮胞ハー般ニLコロイド1ヲ充漏れ其

間ニ梢稀薄ナyレしコ’ロイドヲ充満セル；J、浦胞カ恭介夜セリ。胸｜保ニ於テハ萎縮ト増大トノ爾様ノ

所見ヲ示セリ。皐丸＝於テハ愛化ヲ認、メズ。脳下~慌ニハ蟹化ナシ。

対：射後第 2 週目：同lj腎ノ皮質部各居＝於ケル細胞群ハ活滋 トナ リ，網PJ\~持及ピ束欣帯ノ一部

：程度ナル充血ヲ認ム。胸腺＝於テハ鈍化ヲ認メ人事A：普贋ナシ。脳下表韓前葉ニ充血ヲ

見yレコトアリ。

注射後第3週目：副腎皮質部ノ細胞ハ活瀧トナリ，網欣帯ニ充血ヲ認ム。甲JIX腺ニ於テハ，

j慮胞ハ梢大トナレfレモノノ如ク， Lコロイド1ヲ充満ス。胸腺ニ於テハ著明ナル萎縮ヲ＊セルモ

ノト反針＝増大ヲ来セYレモノト在リ。 皐九ハ全ク正常ナルカ或ノ、梢精細胞ノJ不規則ナル配列ト

細精管ノ狭小トヲ示スモノアリ。脳下霊碑＝於テハ前葉ノ充血ヲ認ム。

注射後第4週間 ：MIJ腎ニ於ケル皮質部ノ細胞群ハi丹議トナリ ，網Hk帯＝充血ヲ認ム。叩欣腺

ノ繍胞ハ一般＝大ニシテ，Lコロイド1ヲ充満シテ梢機能ノ低下ヲ来セルモノノ如シ。胸腺＝於

テハI曾大ト芸科（Iトノ雨様ノ所見ヲ認J、。皐丸＝於テハ細精管ノ縮小スルモノアリテ，精細胞ノ

配列ハ笛Lレ，機能ガ梢低ドセYレヤ＝；忠メラル、所見ヲM.セリ。脳下垂惜前五三ニ於テハ充血ヲ認



麻生・副腎機能力・骨折治績＝及ボス影響ト古賀穂内分泌腺臓器トノ関係＝就テ ;,tj] 

ム。

注射後U)5週明： ii¥IJ腎ニ於テハ網拡帯ノ光ー血ヲ認ム。 liJJlkl腺＝於テハ大ナルi慮胞＝’；；・，・ミ，共

中ニLコロイド寸ヲ充満セリ 。JJ旬l腺ハ柑増大ス。市丸ニ於テハ正常ナルカ或ハ制機能低下ヲ忠ハ

シムル所見アリ。脳下主－蹴＝於テハ前菜ニ充血ソ訟ム ルモ ノノ虫Tlシn

i主射後第6週目： M'l腎＝於テハj之質部 ノ網HJ（｛件ニ充血ヲ認ム。申献！娘ニ於テへ i慮胞ハ一般

ニ大ニシテしコロイド1ヲ充渦．シ．機能促下ノ像ヲ示セリ 。JI句腺ハIE常ナルカ或ハ利府大シ，・：n
丸モ両liimト大差ナク， II尚下ffeM｝モ了。i迩jト同棋ナリハ

要之， Lインテレニン＇i主射家兎 F内分泌腺諸臓器殊ユ副腎ニ於テハ， it射後第2週目ヨリ反

膳ヲ現ハシ，第3週目ヨリ遡ヲ重ヌルニ従ヒ，皮質部網欣帯ニヲE血カ‘顕著 トナル。甲;j)＼腺ユ於

テへ注射後第3遡目頃＝ハ大ナルj慮胞内°＂＇ Lコロイド寸ヲ充満シテ，明カニ機能低下ノ像ヲ長

シ．注射後第6週日ニハ愈々著明トナル。胸腺＝於テハ槍大ト萎縮ノ雨所見ヲ説、ム。 皐丸エ於

テハ精機能ノ低下ヲ起セルモノアリ，又健常ナルー事丸所見ヲ同スルモノアリテ成績一様ナラズ3

脳下垂韓ニ於テハ一般ニ商Ii業ノ充血ヲ認ムルコト確貫ナレドモ， Lエオヂン寸晴好細胞叉ハ主要

細胞ノ増減エハ定見ナシ。

C・ 副腎移植家兎ニ於ケル内分泌腺臓器ノ組織事的所見

日Ijl背移植後第1遡円：副腎，胸腺，皐丸及ピm話下車儲ニ於テハ饗化ヲ認ム ルコト能ハス。 m
｝伏線＝於テハ浦胞ハ大ニシテLコロイド1ヲ充満ス。

副腎移植後第2週目：（，＼lj腎，皐丸，脳下fE'f鳴＝著慶ヲ認 メズ甲。 ！I犬腺ニ於テハ大小ノ読者胞内

°"'Lコロイド寸ヲ充満シ，胸｜腺ニ於テハ萎縮 ヲ起セルモノ アリ。

lhリ腎移値後第 3 週間： MtJ腎ノ皮質部網欣帯＝軽度 F充血ヲMセルモノ ア リ 。甲~，，腺 ニ於テハ

櫨胞内Lコロイド寸ノ充満，胸腺＝於テハ萎縮，象丸ニ於テハ無蜜化，脳下璽韓＝於テハ所i柴＝

粧j主ノ充血ヲ認ム。

雨lj腎移植後第4週日： MIJ腎ニ於テハ皮質部＝於ケル細胞群ガ前溶トナル。甲ilた腺＝於テハ向

i慮胞内ニしコロイド ノ蓄積著明ナリ。胸腺＝於テハ髄質皮質ノ境界不明ト ナル。 皐丸ニ蜜化ナ

ク，脳下'.fli;鰐 ニ於テハ青11葉ノ充血アリ内

刷腎移植後第5週u：副腎ニ於テハ襲化ヲ認、メ ラレズ。市欣腺ニ於テハil.i華胞内ニLコロイド寸

ガ充満セリ。胸腺，皐丸＝蟹化ナシ内脳下垂惜ノ前葉ニ充血ヲ認ム。

前lj腎移値後第6週目 ： l~lj腎皮質部ノ増大ト網欣帯＝於ケル充血ヲ認ム。＇￥!If（腺＝於ケル大i慮

胞内ノLコロイドハ充満スルモ，小満胞内ノLコロイ ド1ハ梢稀薄トナ レリ。胸腺，皐丸＝蟹化

ナシ。脳下：壁搾前i葉ニ充血ヲ讃明ス。

要之，刷腎移植家兎ノ内分泌腺諸臓器殊ニ刷腎ニ於テハ，／~IJ腎移十l直後第 3 週円ヨリ皮質部＝

充血ヲ来ス。巾欣腺ハ雨lj腎移植後直チニ蟹化ヲ認メシム ルコトナキモ，漸次櫨胞内ニしコロイ

ドヲ蓄積シテ機能低下ノ像ヲ示ス。然シ移植後第6週目ニ於テハ梢機能岡復 ノ像ヵー認メラ1レ。
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胸l臨ハ移植後第2週間ヨリ萎縮シ．移植後第5週 日＝ハTI:常ニ回復ス。皐丸ニハ質化ナシ合脳

下車時＝於テハ移植後第 3週間ヨリ r.111mノ充血ヲ認、ム ルモノアリ 。

V 提 要

余ハ帰化Lアドレナリン寸及ピLインテ レニン「注射動物並ビニ副腎移植動物jニ就テ，之等ノ寅革命

家兎ノ諸種内分泌腺臓器殊ニ両I］腎，叩llf~ ll泉， JI何腺，生殖｜保及ビ脳下車関ヲ摘出シテ，精細ナル

組織伊r的検査ヲ行ヒタル結果， 以下 ノ結論 ＝到達セリ。

1. E題化しアドレナリ ン1注射家兎ニ於テハ， 副腎ノ髄質ト 皮質部ノ境界 ニ軽度ノ充血ヲ訟

メ，巾ill＼腺ニ於テハ注射後第2週目ヨリ機能克進ノ像ヲ認メ．胸腺ニ於テハ機能ハ一般ニ低下

セルモノノ；如ク，皐丸ニ於テハーオゴ血ヲ示スモノ：多ク，脳下季開＝於テハ一般＝商Ii葉 ノ充血ヲ認ム。

'.?. Lインテ L ユン可t.射家兎エ於テハ，話IJ腎ニハ一般ニ皮質部 ノ充血ヲ訟メ， 叩欣腺ニ於テ

ハ機能低下ノ像ヲ示シ，JI旬船員ハ萎縮或ハ冷犬シ，皐JL.：：.ハ鑓1tナ ク，脳下手在開＝於テハ前菜 ノ

充血ヲ認ム。

3. 副腎移植家兎 ニ於テハ，同IJ腎ェ於テ移槌後3週日ヨリ皮質部ニ充血ヲ認メ，甲紋腺ハ機

能低ドノ像ヲ示スモ，移殖後第ι週＝於テハ漸次機能同復ノ像ヲ民ス。胸腺＝於テハ移植後第

1週目ヨリ萎縮 シ. m5週間＝於テハ正常 ＝問復ス。皐丸＝費化ナ ク．脳下：車鴨＝於テハ移殖

後第 3週日ヨ リ白lj¥f'jニ充血ヲ認ム。

寓員附園参照 （擦大 Teitzl0x6) 

第］薗 健常家兎＝於ケノレ副腎ノ頬微鏡所見

第2闘 健常家兎＝於ケノレ甲状腺ノ頴微鏡所見

第3園 健常家兎＝於ケノレ脳下霊骨霊前菜／綴微鏡所見

第4闘騒化」アド Lナリン守注射後り週目／甲状腺ノ綴微鏡所見

第ゐ闘 同 脳下主・穂前菜ノ領微鏡所見

第G闘 c 1ンテ レ＝ン可法射後 I)遡目 ノ高lj腎ノ頴微鏡所見

第7闘 悶 甲状腺／穎微鏡所見

第8闘 同 胸腺／！頼微鏡所見

有~ 9闘 同 nil¥下ffi＇惚前菜／顛微鏡所見

第10闘副腎移:ft{（後第Ii週目 ノ副腎／；顕微鏡所見

第11闘 l寸 甲状腺ノ額微鏡所見

第12闘 同 目前下垂骨堂前葉ノ頼微鏡所見

B 副腎ノ機能低下時Z於ケル諸種内分泌腺

臓器ノ組織畢的霊化Z就テ

I 緒言及ヒ文献

副腎機能ノ低一l、.,.,x:ハIi＇！失ニヨ ル他 ノ内分泌腺諸臓器 ノ個 々ノ鑓化ニ閥 ンテハ，爾来多数ノ早
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廊生・員tJ腎機能ガ骨折治燈ュ及ボスi影~~~ト諸積内分泌腺臓~トノ関係ュ就テ ':j1;:1 

者ニタヨリテ研究報告セラレタル底ニシテ，）~次之＝就テ記載セントス。

a. 甲!Jj＼腺トノ閥係ニツイテハ，辻教授ハ自民＝於テ， M4rnrJ ノ副腎ヲ易1JH~1セル結果，甲駅腺

ガ恰モ，~ r~土氏病ノ際＝見ラル、ガ如キ賞質性甲！U：腺臆ノ像ヲ日スルコトヲ認、メ，之ハ両IJ'i-'f

1.!(t＇（欠陥ノ結果， rp!IJt l旅ニ針スル抑制作用カc除去セラレテ， ii~欣腺ニ機能7じ進ノ像ヲ＊セルモ

ノナリトセラレタリ。 JI倉訣氏モ亦高I）腎摘出ヲ行ヒタル後，巾）f}＼腺ヲ組織事的ニ検索シタ Jl--結

県， ii¥IJ腎ノ機能低下或ハ消失ハ可IIlk腺ノ；機能充進ヲ＊スト云ヘリ。安岡徳太郎氏ハ剛腎摘出ヲ

行へパ，甲駅腺ハ初メ機能光進ノ像ヲ示シ， 3.4月後エ於テハ機能ハ＂ Fロ低下スルモノナリト

漣ベタ lJn :¥Ia¥O¥ritschko氏乃犬ニ於テ副腎ヲ摘出シタルニ，甲駅腺ノ機能充進ヲ見タリト n

Brown-Sequard u. Boinet氏等ハ日！J腎摘出後＝甲駅腺ノ代償性肥大ヲ認メ， Va¥enzi氏ハ黒鼠＝

於テ副腎摘出後djl）伏腺ノ党血ヲ誰シ，且ツLゴロイド1ノ減少叉ハ消失及ビ上皮細胞核ノ溢染

ヲ認ムト云ヘリ。反之 Bierl！氏ハ高！）腎摘出後＝於テ甲駅！腺＝鐙化ヲ認メズトナシ． H mnowski 

氏ハ副腎ノ；機能不全ヲ来セル屍ニ於テ甲献腺ニLコロイド1ノ充満，；主洞形成ヲ誇シグリ。然レ

共一般ニハ多少ノ異説ハアl~ モ，叩献腺ハ機能充進ノ像ヲ；Y. スルモノナリトノ設＝傾ケルモノ

ノ如シ。

h. H削除トノ関係＝就テハ麗々ノ；業績アリ。卸チアヂソン氏病＝於テ， 1休巴鴨質叉ハ！胸腺淋

巴髄質ノ；存在スルコトヲ報告セル撃者多ク， Hart, Kahn氏等ハ之ヲ副腎機能 fi肯退ニヨ＇~胸

腺ニ針スル抑制作用ガ消失スJレコトニFi＇！＊スルモ Jナリト戸ヘリ。而モ一般＝へ胸腺ト話Jj腎

トハ雨者間ニ於テ一疋＝抑制作用ヲ有スルモノナリト脊認セラ l~ 0 

Boinet, Calogero, .-¥ uld, Pend a氏等ハ雨！J腎摘出ニヨリテ，！！旬腺ノ重量増加ト機能旺盛ヲ来ス

モノナルコトヲ報告九殊ニ Auld氏ハ副腎ノ片側摘出動物＝於テ，胸腺髄質 ノ著明ナル充血

ヲ設明セリ。井倉氏，清成氏等ハ副腎摘出ニヨリ テ，胸腺ノ、劉：開動物＝比シテ肥大，増殖ヲ来

スモノナルコトヲ諮シ，＇.＼ Iarine,Manlev u. Baumann, Jaffe氏等ハ副腎摘出ニヨリテ，退行セル

）胸！腺ノ再生ヲ詩明シ，共再生ハ開質ヨリ始マルモノナリト云ヘリ。然Jしニ ¥Vastenson 氏ハ副

腎ノ皮質及ビ髄質ノ浸出液注射＝ヨリテll旬腺ノ萎縮ヲ見タリト内

c. 脳下E：鰹トノ閥係ニツイテハ， Boin巴t,Mareng｝】i氏ノ、I＆リ腎摘出ニヨリテ，脳下取棺ガ

大スルモノナルコトヲ読シ． Pen de氏ハll鈴下垂開中葉ノ機能充進ヲ見， Bittorf 氏ハ附下ニ茸鰐

ニ何等ノ鑓化ヲモ認メザリシト報ゼリ。 Harnowski 氏ハ副腎ノ；設育不全ノタメニ死セル屍エ

於テ，脱下垂鴨ノ自Ii葉＝妊娠細胞ノ出現ト主要細胞ノI曾多ヲ護！ij~ シ， K1aus 氏ハアヂソン氏病

＝於テ，脳下垂韓部l来ニLエヂ ソ ン寸哨好性細胞 ノ減少及ピ共ノ萎縮，臨基性細胞ノ費』＇l~I：及ビ主

要細胞ノ増加ヲ認、人格光氏ハ雨tJ'¥fニ腫蕩ヲ彦値シ．訓腎皮質機能減退ノ揚合ニハ，鼠ノ脳－f

E膿前集ニ於テ主要細胞ハJ曾殖シ．且ツ其ノ透明度ヲI曾シ．えゾノ消失＝際シテ主要細胞ハ晴

色ヲvシ.＿§＿ツLヱオヂン寸哨好性細胞ノ減少，萎縮カ、超Fレト云ヘリ。井倉氏ハ白鼠ー於テ高Jj腎

ノ不完全摘出ヲ行ヒタル結果，脳下垂鱒ノ中葉ニハ費化ナキモ，同1業＝於テ1－エオヂン「噌好牲
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細胞ノ梓明ナル減少，会：和（I及ピ主要細胞ノI付加ヲ説シタリト漣ベタリ。安田，清成氏等モチHt

氏ノ月Ji見＝賛同セリ。

d. 生殖！政トノ閥係ニヴイテハ，辻教授ハ生殖機能ノI圧盛ナル時ニハ高lj腎ノ分泌ヲ要求スル

モノニシテ，若シ／，ii）腎機能ガ之レニ及パザル時ニハ円l~J＼腺ハ代償的ニ機能孔・進ヲ＊スト述へ，

猶之ハ臨床上ニ於テモパセドウ氏病ガ思春期ニ屡々護病スyレゴトヲ説明スルニ足ルモノナリト

漣ベタリ。 1～・. Kichikawa (Leon Ascher）氏ハ最近ノ研究＝司リテ， Mリ腎ハ生殖l尿ノ護育上＝

促進的刺戟ヲ輿フルモノナ リト云へ九井倉氏ハ副腎ノ不完全摘出ノ貰験ニヨリテ，皐丸＝重

量減少，細精管ノ縮少，精母細胞，精娘細胞等ノ精湘胞ノ萎縮又ハ愛性ガ起リ，間質ハ幾分肥

厚シテ明ニ萎縮ノ症候ヲ呈スルモノナリト云へリ。悲＝於テ余ハ，雨lj腎摘出ノ際 ニ於ケル甲AA

腺，胸腺，脳下乗惜及ビ生殖！尿ノ鑓化ヲ組織率的ニ検セン トス。

II 賓 験 J 目的

｛~lj腎ノ；機能減退乃至消失ニ際シテノ人：日明非骨々折ノ治癒現象ニ及ボス影響＝開ス ！l-賓験成

績ヲ批判並ヒ＝考按スルニ営リテハ，必ズ副腎摘出資験後ニ於ケル諸種ノ内分泌腺臓器殊ニ甲

甘え腺， IJ旬腺，脳下垂韓及ビ生殖腺ノ饗化＝就テ充分ナル検索ヲ試ミザルベカラズ。サレハ余ハ

同lj腎摘u~.家兎＝於テ，片側並ピ＝雨側副腎摘出家兎ノ内分泌腺諸臓器ヲ刻l色シテ，」ツエロイヂ

ン寸包埋，鏡検標本作成ニヨリ精細ナル検索ヲ試ミントセリ。

III 賓 験 成績

各寛験動物ノ個々ニツイテ，諸穫内分泌腺臓器殊＝甲ijj¥J操，胸！腺，畢丸及ビ脳下乗韓ノ穎微

鏡的所見ヲ逐一記載スルコトハ徒ニ冗長＝至ルヲ以テ，観察セル時期 ノ異ナルニ従ヒテ綜合的

＝記録セリ。向片側刷腎摘出時＝於ケル諸種内分泌腺臓器 ノ紐織態的経化ハ雨側副腎摘／fl時＝

於ケルモ ノト大同小異ニ シテ，只後者ニ於テハ蜜化ガ柏、々 著明ナルニスギザレパ，之等ヲ綜合

記載スルコト、セリ。又／~lj腎ノ所見ハ既述セルタメ之ヲ省略セリ。

（？瓜内ノ数字ノ、重量ヲ示内 11－ハ片側副腎摘出時， 雨ノ、雨側孟I｝腎摘出時ヲ表ノ、シ， ＋ノ、重量／増加ヲ示

セリ。）

1) 摘出後第1週目ノ組織製的所見

（片側高1］腎摘出家兎／番披； 第31披稔重2000叉， 第177披健重2000瓦， 第178務健重2010支r 第179~皮健重

11J50叉）

（雨側副腎摘出家兎ノ番蹴； 第189波健重20011瓦，第233君主怪童1900瓦，第2395J)t骨量重2000瓦，第243紋様

重1900］，＇（，第 266放飽重2150叉）

（イ〉 甲状腺： j悠胞ノ、一般＝縮小シ，理主ユ於テ柏、々増加セルモノ、女0Vo i削包中 I~ コロイドぺノ、精稀薄

トナレノレモノ 、女0~＇ j愈胞ノ上皮細胞核ノ、図形叉ハ檎図形ナ リ 。間賞＝ノ、聖書化ナシ。（片0. 27丸雨o. ~2笈）

（ロ） 胸腺・皮質髄質ノ境界ハ不明瞭トナリ， i林巴細胞モ疎＝シテ結締組織ノ侵入ガ認メラレ，一部ユ

主連i生ヲ来セノレモノアリテ．胸腺ノ、著明ナノレ萎縮＝陥レノレモノ、主日シ。（片， 1.27瓦，雨i..57瓦）

（ノ、） 撃丸 細精管ノ、正常大ニシテ，精細胞，間賞＝鐙化ナク，縞糸モ沼メラル。()11.171(＋，雨2.0j¥t)

（＝） ！！街下室：偲：細胞若手＝愛化ナク，商i（薬品程度／；充血ヲ認ムルモ／、知シ。（「j21.i.3 mg＋，雨16.0mg) 



麻生 活lj腎機能ガ骨折i刑事．＝及ホ‘スt;!-5符ト諸経；内分泌腺厳格トノ関係＝枕テ ·~＞60 

~ ） .j(lJ/I＇，後第1遡liノ組織早的所見

(JI側ぷlj腎摘出家兎／務披；第：l6破鰻重2000：！｛，第173披特:ffi20:50li，第li4税特ι 2L50茨，第liO披惚JR

~000叉， 第17G披骨量重1950支）

（雨側副腎摘出家兎ノ番球、 第212波鰻重Jfl.)0衣‘第214軍記憶重2100支，第2i7盟主側重2000瓦，第293君主将

粛1900叉）

（イ） 甲状腺：i慮胞ハ一般＝小ト ナリ， i悠胞内／ Lコロイドゎ、柏、手市計1；トナノレ。而iモLコロ イドU、線、テノ

i慮胞内＝充満シ・上皮細胞核ノ、楠岡形或ハ敬子形ヲナス。間賞＝書量化ナシ。 (Jj0.23ヌ，雨0.35玄）

（ロ） 胸腺・一般＝皮質及ビ髄質／；境界不明瞭トナリ，粉、萎縮セ ノレ モノ、 ~n シ。（片1.52玄， 雨Z.3叉）

（ハ） 豊島丸・細精管及精細胞＝箸後ナク，精精娘細胞ガ散逸セノレモ／、知シ。精糸存ス。 〈片 l.58j.¥, 

雨1.65叉＋）

（＝） 目前下室健：著鑓7;1：［！.メズ。 (H-22.5mg, 雨ー）

3) 摘出後第3週日ノ組織・撃的所見

（片側副腎摘出家兎ノ蕎披； j第61按骨豊重2050京町第167披総量1950衣， 第rns~x情意2000li，第1il5：皮骨堂重

~JOO京）

（雨側副腎摘出家兎／番披； 第236務骨電電20001(，第2i2競骨量重別.）Oli，第21G盟主開重l(l50京，第280盟主鴨

霊2000笈）

（イ） 甲獄腺・鴻胞内＝柏、稀務ナJレLコロ fド可ヲ充満シ!l）レモノヵ・多鍛＝混在ス。i良厚ナルLコロイド寸

ヲ充満セルモノノ細胞核ノ、扇子ナルモ，稀薄ナノレしコロ fド， 7充満セルモノ、上皮細胞絞ノ、図形又ノ、楠岡

形ナリ。 υ10.2瓦，関0.15叉〉

（ロ） 胸腺：皮質及髄質ノ；境界ノ、明瞭＝シ テ，ノ、ッサ【氏小骨量ノ ）；＿ナJレモノヲ認メ ラレ，一般ェ肥大セ

ノレモノ、知シ。（片 l.i叉，雨l.5jj()

（ハ〉 県丸：細精管ノ、輸縮小シ，精細胞／遜／［p.；レモノ多タ，生司直作用ノ、柏、ノャ低下セルモ／、知iシ。Ui
0.1；う京，雨a.3J'O

（＝） 脳下重徳：前菜＝稿、々 充血7認 メ，細胞群＝異獲少シ。 (I]22.ij mg雨ー）

4) 摘出後第4週目ノ組織接的所見

（片側副i腎摘出家兎／：番君主；第63君主穂重21001(，第140披鱒重l!l与O瓦，第158競骨量主主2100天，議166披骨堂重

215Dli) 

（雨側副腎摘出家兎ノ番披；第200日記憶重l9;jQ天，第201競骨量重2000叉，第211！皮鯵重1950叉，第216披骨量重

2100京）

（イ） 甲状腺：新i~＝比シテ大差ナク，稀部叉ハ滋厚ナノレL コロ イ ド， 7充満セルi窓胞カA混在見。（片0.,-)

頁＋，雨0.28瓦〉

（ロ） 胸潟：皮質儲賀トノ界ハ明ユシテ，著明ナJレ充血ヲ認メシム ノレモノアリ。 rn-i.s瓦，雨I.66京）

（ノ、）撃丸細精管ノ、一様＝縮小川精細胞ハ散逸ス。（片0.6瓦，雨1.57瓦＋）

(=) Jllli下Ji:骨量：商l業＝著明ナル充血ヲ認メシムルモノア p。（片28mg，雨23.8mg) 

5) 摘出後第5週目 ノ組織接的所見

（片飢IJ副腎摘出家兎ノ ：番披； 第141~~骨害訴2050瓦，第149務穏重2100天，第150競骨貴重2010叉，第151波鱒~
20ゐO'f.¥)

（雨副腎摘出家兎／番披；第181~虎憾重2050瓦，第183競骨量重20::JOJ\, 第1845,皮穏震1950瓦，第208君主骨量重
2100IDJO 

（イ） 甲状腺：前週ト大差ナシ。（片0.3叉，雨0.3叉）然レドモ雨側副腎摘出家兎＝於テハi慮胞ノ、大トナ
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リLコロイ 1n充満シ，機能低下セルモ／、知シ。

（ロ） 胸腺・皮質ト髄質トノ境界Lハ明瞭＝シテ，雨質共＝一般＝肥厚ス。 Uii.1京，雨0.Ji玄）

（ハ） 皐 h 品目精管ハ縮小人精細胞／配列ガ飢ル。絹糸（－）（Jtl.3I(十，雨1.22叉＋）

（＝）脳下季開：一般＝前菜ユ於テ充血ヲ認ム。 Ui26.U mg，闘27.3mg) 

6) 摘出後第6週目ノ組織率的所見

Ui 側副l腎摘出家兎／：番披 i 第115自主棺重2100天，第1245,ま穏重2050叉，第12d盟主精霊1950叉，第128~)t値重

HIOOI(，第129~皮悌重moo叉〉

（雨側副腎摘出家兎ノ番放，第161競徳重2050］；＼，第lS!J波精霊moo茨7第206i皮骨量重2000茨，第221披健室

2150］＇＼，第 215披鴨重2100叉）

（イ） 甲状腺：片側副腎摘出家兎ュ於テノリj、i慮胞ノ、増加シ， L コロイ F'＇－＇、稀薄，空虚ナル鴻胞ガ多~介

在ス。（片0.34叉）雨但I］副腎摘出家兎＝於テハ，？慮j慮ノ、一般＝大＝シテιつロイド1ヲ充満ス。（雨0.24]0

（ロ） 胸腺：皮質及縫貿ノ庖,81）ノ、明瞭＝シテ，雨質共＝柏、月巴厚セリ。（片1.62京，雨1.141'()

（ノ、）祭丸・細精管ノ、一般＝縮小シ，精細胞ノ、少量トナリ，油、萎縮シ散逸ス。〈片0.9瓦，雨0.96}¥)

（＝） 脳下垂骨量：前薬品著明ナル充血ヲ認ム。（片2ti.6mg，爾27.3mg)

VI 所 見 概 括

摘出後第1週日： 甲献腺ーハj慮胞ノ縮ノj、， t曾多ヲ認メ．大小 ノi慮胞ハ混在シテ鴻胞内ノLコロ

イド刀、梢稀薄トナルモノ、如ク，上皮細胞綾ハ図形叉ハ随l剥形ナリ。

胸腺＝於テハ皮質及髄質ノ界不明ナルモノアリテ，梢縮小セルモ ノモア リ。 撃メt.：.於テハ紛i

精管，精細胞共ニ正常，脳下雫韓ニ於テハ著明ナル鑓化ヲ認、メス。

摘ti＼後第2週日： 甲AA腺ニ於テハ稀市lナルしコロイド1ヲ充満セル1J、浦胞ヲ介在セルモノ多シ。

胸l政ニ於テハ皮質ト髄質トノ界ガ幾分明瞭トナリ来レリ。皐丸エ於テハ細精管ハ梢縮少九精

細胞ノ遊－出スJレモノ；多シn 脳下露鱒＝者：鑓ナシ。

摘/-11後第3週間： 甲~k腺＝於テハ大小ノ靖胞ハ混在シテしコロイド寸ハ櫨胞内ニ充満スレドモ，

Lコロイド ノ時薄ナルモノト濃厚ナルモノ トア リn 胸腺ニ於テハ皮髄雨nノ界ハ明ニシテ精肥

厚セリ。峯丸ニ於テハ細精管ハ縮小川精利II胞ハ遊／［~或ハ共敢ヲ蹴ジ，生殖作用ハ低下セルモ

ノ、如心。脳下垂鱒ニ於テハ前葉＝梢充血ヲ認ム。

摘出後第4週間 ： 甲欣腺ハ稀濃雨隊ノLコロイド「ヲ充満セル大小ノj慮胞ヨリナfレ。

）！何眼ニ於テハ皮髄i材質ノ境Pよハ明瞭 トナリ，充血セルモノ多ク肥厚ヲ作へリ。

皐丸ニ於テハ一般ニ綱精管ノ縮小ヲ~ミシ，脳下垂開ニ於テハr11i ：~)f ノ充血ヲ認ム。

摘H,,f受第5迎目：片側副腎摘出家兎＝－於ケル甲駅腺ハ前週 ト大差ナケレドモ，特ニ陣j側副腎

摘出家兎＝在リテハ大櫨胞ガ混在スルモ ノ；多 ク，」コロイド1ヲ充満シ，機能低下ヲ思ハ会 ムル

所見＝富ム。 JJ旬峡ニ於テハ，皮髄l判質ノ肥厚ヲ認ム。 象丸＝於テハ細精管ノ縮小，満悦Ill胞ノfil

H¥, I 逸及ビ緋｝ノj、ヲ認、メ．脳ド垂~l ニ於テハ前1*f ノ充血アリ。

摘出後第6週日：片側同Jj腎摘「Ji,:父兎ノ甲！U\n泉ハ所i~ ト略同様ノ所見ヲ長スルモ， i羽側{i~I階J需j

出家兎ニ於テハ大浦胞内ノLコロイド1 ノ充満ハ増加セリ。胸腺＝於テハ皮髄雨質ハ肥厚：；－，~： 
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丸ニ於テハ細精管ハ縮小セリ．脳下垂館ニ於テハ前葉ノ充血ガ顛著ナリ。

要之，制腎摘出家兎＝於テハ，甲朕腺ノ所見ヲ除イテハ，一般ニ片側或ハ雨側副腎摘出z ヨ

ル内分泌腺諸臓一器ニ於ケFレ所見ノ；差異ヲ認メズ。胸腺ノ肥厚ヲ認メタ1レハ胸l操ノ機能充進ヲ推

考セシメ，皐JL＝ー於ケル細精管ノ縮小ト精細胞ノ遊出，散逸及ピ縮小ハ生殖機能ノ低下或ハ軽

度ノ萎縮ヲ思ハシメ，脳下垂酷＝於ケノレ鑓化ハ高1i来ノえ・血ノミナリ。 甲JU~腺ニ於ケノレ襲化ハ，

片側或ハ肘側副腎摘出家兎ノ揚合ニ於テ硝異ナyレ所見ヲ認メシメルモノニ シテ， 片側副腎摘出

家兎＝於テハ摘出後第1週l'iヨリ甲駅！腺ハ精機能充進ノ像ヲ示シ，第6遡局マデ持続進行スル

モ， N4側副l骨折j出家兎ニ於テハ摘IH後第5週日頃ニ於テハ反針＝櫨胞内ノLコロイド寸充満等ヨ

リ推シテ，機能低下ヲ推察セシム。サレバ副腎ノ摘／Hヲ綿括的ニ翻レバ．日IJ腎ノ摘出ニヨル甲

欣腺ノ唆化ハ初メ機能克進ノ像ヲ取ルモ，漸うた機能低下ニ推移スルモノナリト判断セスベキナ

V 提要

余ハ雨IJ腎ノ片側或ハI羽側摘出家兎＝於ケル諸種内分泌腺臓器殊ニ甲！1た腺，胸1腺，生殖腺及ビ

脳下垂韓ヲ別出シテ，精細ナyレ顕微鏡的組織i事的検索ヲ重ネタJI.-結果以下 ノ結論ニ到達セリ。

1. 副腎ノ）~－側及ビ雨側摘出家兎＝於ケ JI.- 甲蹴腺ノ蟹化ヲ綿括的＝観察スレパ， 叩~kl腺ハ初

メ機能充進ノ像＝．次＝機能低下ノ像ニ推移スルモノナリ。

2. 福lj腎ノ片側或ハ耐側摘出家兎ニ於テハ．胸腺ノ一般的機能充進， 皐丸ノ機能低下乃至ハ

萎縮．並ピエ脳下垂鰹話i葉ノ交血ヲ組織・撃的＝誰明シタリ。

第4章綿括的批判及ビ考接

内分泌腺系統ノ特有性トシテ副腎 ト他ノ内分泌腺臓器トノ間ニ於テハ，或ハ措抗的ニ或ハ相

互的ノ作mヲ有スルモノニシテ，余ノ試ミタJレ副腎ノ；機能充進及ピ低下ノ際ニ於ケル人工的ニ

惹超セラレタル骨折治癒現象＝及ボス影響ニ開スル貰験成績ニ就テモ亦，副腎其者ノ作用ニヨ

リテ来レルモノカ， JI専又他ノ諸種内分泌腺臓器トノ間＝於テ促進作用或ハ抑制作用＝ヨリテ来

レルモノカへ骨折部ノ X繰寓質所見及ビ骨折部ノ組織接的所見並＝諸種ノ内分泌腺臓器ノ瀬

微鏡的所見＝封スル精細ナル研索ヲ基礎ト シテ，彼我ヲ比較封照シ以テ種々考究スルニ非ザレ

パ，之等ノ寛験成績＝封ス1レ正嘗ナJレ結論ニ到達シ得ザルモノト確信ス。的ツテ余ハ此等ノ貫

験事項＝針シテ途次考按ヲ試ミントセリ。

副腎髄質製剤gLアドレナリシ「注射＝就テ

1.0°/ooo堕化しアドレナ9ン寸ヲ白雄家兎＝人工的排骨々折後，毎日1.0詫宛注射シタル結県，骨

折治癒現象ノ遅延ト諸内泌腺殊ニ副腎＝於テハ髄質ト皮質トノ境界＝軽度ノ充血，甲朕腺ニ於

テハ機能充進，胸腺＝於テハ一般的機能低下．皐丸＝於テハ充血ヲ認ムルモノ多ク．脳下こ垂艦

二 Bモテハ一般的＝充血ヲ認メタリ。



る68 日本外科寅函第 l~ r{号第三獄

骨折治癒現象ノ遅延所見ハ l'arnat,SJ心氏等ノ所見ト等シク．内分腺上ノ所見ハ徳光，弁会

氏等ト同犠エ賞験成績ハ略符合セリ。唯異ナレYレハ高I］腎ノ所見ニシテ，徒、光，井倉氏等ハLアド

レナリン寸反覆注射＝ヨリテ刷l符＝境化ナシトi!!!;ベタリ。既往ノ文献ヲ緬クニ Pighini,Giacom•J 

1921年氏等ガ，雛エLアドレナリン寸ヲ反覆注射シテ副腎髄質 ノ肥大ヲ報告シ， Jfli村俊一氏ガ雨lj

腎髄質末試食貫験＝際シテ，高I］腎髄質叉ハ髄質ト皮質トノ境ニ充血ソ認メタル＝過ギズ。要ス

ルエ余ノ貫験＝於テ得タJレ副腎髄質 ト皮質部トノ境界ニ於テ認メ ラルル充血へ軍ニ組織取・的

＝視ラ レ且又必要ず J｛， 生化接的検’来ヲ歓クガタメニ，~化」ア ドレナリンL注射ニヨリテ副腎髄

質ノ機能充進ヲ31ミシタ リト考7Jレヨリハ，半ロ｜静化しアドレナリン寸反覆注射ニヨ リテ或程度ノ

刺戟ヲ輿へタルモ ノナリト思推スルヲ五営トス。

月1欣腺ノ機能充進ガ骨系統＝及ボス影響＝闘シテハ，イサ｜｜蕃氏ハ甲紋！煉ヲ以テ飼養シタル鼠

及ピ家兎ニ就テ，f毘骨形成ハ障碍セラレ且ツ化骨モ遅延スルモノナリト結論シ，骨次分並ピニ

Lカルチユム1含有量ノ減少ヲ認ムルモ Jナリト述べ，古川俊勝氏ハ甲JU~腺ノ過剰ハi毘骨形成主

トシテ骨梁組散形成ヲ抑制lシテ，吸牧改造作用ヲ普シク促進シ． タメエ新生骨板ハ弄薄エシ 予

断裂セル骨片ヨリ成リ堅牢ナラズト云ヘリ 。又甲j伏腺ノ；機能！'C進ト血液内ノLカルチユム「含有

量トノ闘係＝ツ fテハ， Herzfeldu. J¥'euburger, Gastex u.～hteingart, Perelman, Lubo¥¥"ski 氏等

ハ甲欣膿ノ機能ノi宵長＝一定ノ；影響ナ シト云ヒ， Leicher,Jansen, Leites, Siegler氏等ハ甲欣腺

ノ機能昇進ニヨリテ血液内ノLカルチユム1含有量ハ減少スト：＆べ， 内田，伊藤， Billigheimer, 

Parhan, Oltramare氏等ハlojl欣腺ノ機能充進乃至ハ叩j伏腺物質ノ試食賓験ニヨリテ，血l夜内ノ

LカJレチユム寸含有量ハ増加スJレモ ノナリト唱ヘタリ。

胸1腺ノ一般的機能fl~下ガ骨系統ニ及ボス影響＝閥シテハ，胸腺ノ有数成分ガ現在来ダ分離セ

ラレズ，且又胸腺 ノ；生理作用ニ就テノ研究モ匝々ト シテ定マル所ナキヲ以テ，胸！旅物質ノ飼養

寅験＝ヨリテ得タル成績モ又一定セスシテ，骨ノ護育ヲ助長スル トモ或ハ障碍スyレトモ云ハル。

H. :'llatti 氏ハ胸｜線別出ニヰリテ， 骨護育ハm1H担セラレ， 骨折治癒ハ著シク延長セラルト。

Basch氏ハ胸腺射出＝ヨリ骨髄系統エ著明ナル鑓化ヲ表ハスモ ノニシテ，殊＝下肢’自・ノ化骨作

用ガ快乏シ，之ニ骨折ヲ施ストキハ↑毘骨形成ハ不良＝ シテ癒合セズト。 又同時ニ之レノ新陳代

謝試験ヲ行フ時へしカルチユム「ノ反中排池量ガ倍加 スルモノナルコ トヲ認メ．之等ノオT受化

ヲLカルチユム寸代謝ノ異W＼ニ由Jレモノナリ ト解セリ。 Tandler氏モ亦之＝賛同セリ＂ Klose, Vugt 

氏等ハ胸i腺摘出ヲ行ヘバ一般＝骨ノ護育不良ヲ起シ．長管紙骨ハ屈曲，折破レ易クナルニtノエ

シテ，此鍵化ハ恐ラク不溶解性石荻沈着 ノ快芝ニ基凶スルモノナラン ト云ヘリ。 Lindeberg氏

モ亦之ニ賛同セ リ。 Soli氏ハ月旬以摘出ニヨリテ牝鶏ノ卵殻＝石災ノ快乏ヲ誰シ，清成要卒氏ハ

胸腺胸／H動物＝於テ， 骨」カルチユムーl合イi量ノ減少ヲ必メタリト報ゼリ。胸腺ト血液内Lカ1レ

チウム「合イj早； トノ開係ニ就テ， Leit吋 氏ハJI何｜腺 ti：~／H ニヨリ テ血液1"1 Lカルチウム寸合有量ハ減
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小シ，健常動物ニ封シテ何等放力ナキLチミン寸ヲ胸腺摘出犬＝投興スYレ時ハ， Lカルチウム1合

,jj量ハ増加スルモ ノナリト云ヒ， Boenheim，同村氏等ハ胸腺摘出品ヨリテ，血液内」カルチウ

ム寸含有量ノ減小ヲ誰明シ， Perelman氏ハ胸l旅ヲ摘出スルモ血液内しカJレチウム「含有量エ何等

影響ヲ輿ヘザリシト蓮ベタリ。

法＝於テ，盤iヒLアドレナリン「ノ反覆注射ニヨ Jレ骨系統＝及ボス影響＝闘シテ，棉括的＝甲

欣腺及ビ胸腺側ヨリ観察スレパ，堕化Lアドレナリン寸注射エヨリテ甲欣腺ノ機能光進シ（徳光，

井倉氏等），｛毘骨形成ノ遅延（小川氏）乃至ハ骨梁組織形成 ノ抑illl]（古川氏）ガ超リ， 血液内」カル

チウム「含有量ガ増加スfレタメ ニ（内岡，伊藤， Billigheimer,l'arhon, Oltramare氏等）骨折部ニ

骨次分ノ減少（古川氏）ガ起リ，又胸腺ノ萎縮（井倉， Pighini,Giacowo氏等）ニヨリテ骨系統ニ鑓

化ガ起リ（Klose,¥'ogt, Lindeberg氏等），骨護育ノi!JIJ限（H,Matti氏）或ハ俄骨形成ノ不良（Basch

氏）ガ認メラレ叉」カルチウム寸ノ尿中排池ガ増加（Basch, 'fandler氏等Jスルタメ＝．骨Lカルチ

ウム「含有量ノ減少（清成氏）モ認メラルn 従ツテ余ノ賞験成績Qpチ骨折治癒現象ノ遅延（Carnat,

Slav氏等）モ首然ノコトナリト推断ス。而シテ副腎ニ於ケ1レ充血ハ，盟化 Lアドレナリン1注射

エヨリテ或程度ノ刺戟扶態＝置カレタリト見倣サルベキモノニシテ，宰丸ノ充血及ビ路下垂盟

店lJ葉ノ充血（西村，井倉氏等）ガ骨折治癒現象＝向テ如何ナル程度＝迄デ、作用スルモノナ1レカヲ

断定シ能ハザJレヲ遺憾トス。．

副腎皮質製剤L-fシテレ＝シ1注射＝就テ

Lインテレ＝ン 1 ヲ白雄家兎＝人工的勝骨々折後，毎日 2.0括宛反覆注射シタル結果，骨折治

癒現象ニ渥延ヲ来ス程度ニハゴドサ、1レモ又却ツテ之レヲ促進スルモノェモ非ズトノ成績ヲ得タリ。

内分泌腺臓器殊＝話lj腎＝於テハ一般＝皮質部ノ充血ヲ認メ，甲欣腺＝於テハ機能低下，胸腺＝

於テハ萎縮或ハ増殖ヲ認、ム。 皐丸ェ於テハ一定所見ナク，脳下垂瞳＝於テハ前葉ノ充血ヲ認メ

タリ。

Lインテレニン寸反覆注射ニヨリテ話lj腎皮質部ノ充血ヲ認メタルハ，西村俊一氏ガ副腎皮質本

ノ試食寅験＝際シテ，髄質或ハ髄質ト皮質 トノJ!f-：：.充血ヲ認メタJレ所見ト略一致ス1レモノニ シ

テ，皮質ノ機能光進ガ起リタリト断定スルエハ生化墜的検索ヲ怠レJレタメ ニ速断シ得ザル賠ア

ルモ，皮質ノ；機能克進乃至ハ之レニ近似セYレ刺戟ヵー興へラレタyレモ ノナルコト ヲ信ズルモノナ

リ。皮質ノ機能克進ガ廿系統ニ及ボス影響＝闘シテ，カスタルデイ氏ハIM腎皮質ヲ以テ飼養シ

タルLモルモツト寸＝於テ骨髄ノ増大ヲ，フイエシ氏ハ家兎＝副腎皮質飼養貫験ヲ訟ミテ骨護育

ノ不良ナルコトヲ報ジ，水口学吉氏ハ扇lj腎皮質投興ニヨリテ骨髄機能ガ＇ ：J:Jμ;Mセラル 、コト ヲ読

シタリ。次ニ日I］腎皮質ト甲欣腺トノ関係ニ就テハ，之等ガ拾抗作用ヲ有シテ相Jrp;!Jl]的態度ヲ持

スルモノナルコトハ周知ノ事貫工シテ，辻教授ハ夙＝此ノ賄ニ就テ強制セラレ，余ノ貫験成結

ヲ見yレカ‘如ク lf'Mkl旅＝腰様粉~＇｛＇［ ノ蓄積ガlfI；盛トナリ，＇:PAA腺Lホ yレモン寸ノ分泌カ‘減少スルモノ
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ナリ。就中，西村俊一氏ガ副腎皮質jミ試賀貫験乃至皮質越幾斯ノ注射＝ヨリテ，甲欣腺ノ機能

低下著シキハ萎縮費性ヲ組織接的＝説明シタルハ余ノ賓験成績ヲ裏書スルニ足ルモノナリ。甲

状腺ノ機能低下ガ骨系統ニ及ボス影響ニ闘シテハ，，＇＼ lliller, Kusnetzow氏等ハ骨折治癒ハ甲AA

腺ニ影響セラレ， F.PiJk腺ノ機能低下ハ恨骨形成ノ成立遅延ヲ ぅkシ，甲昧腺ノJ機能脱落＝アリテ

ハ1毘閥i'iliノ形成ヲ導ピクモノナリト云ヒ， H.Matti氏ハ甲欣腺摘出ニヨリテ訂以合合ノ障碍ト

骨ノ設育i!;IJ限ヲ記、メ， Hanau氏1896年ハ号I!IJ~腺摘出＝ヨリテ什折治癒ハ著シク陣碍セラル、モ

ノナリト i也、 ， ~teinlein 1899年氏ハ Hanau氏ノ指導ノモト＝幼若家兎ノEfl欣腺摘出ヲ試し

同時ニ肋骨並ピエ楳骨ニ人工骨折ヲ施シ，36日ー139日間ニ亙リテ什・tJiノ治癒えk態ヲ翻察シタル

結果， Lil欣IJ射r~j/H家兎ハ骨折後 8遡＝ シ テ漸ク化骨作用ガf;.t1• 1J. 廿髄腔ハ骨折後24迦＝シテ

形成サレルニ反シ，封H任動物＝在リテハ化骨作用ハ骨折後第3週目ニ於テ既ニ始マリ， i'.J・髄腔

ハ・rn・折後11週間ニ形成スyレモノ＝シテ，巾紙！操摘出家兎 ノ骨折治癒現象＝於テハ1間1・ノ化什並

ピニ吸牧ハ著シク遅延スルモノナリト結論セリ。＼＇elloa 1897年氏ハ成熟家兎＝甲AA腺摘出ヲ行

ヒ， 人工的勝骨々折ヲ施コセルニ，封照動物エ比シテ其ノ治癒ハ 3週間遅延セリト云ヒ， Ser,

Pallerie :¥forgari, Bayon 1900年氏等モ之レニ賛同セリ。古川俊目安氏ハ申!IJd臨ノ骨折治癒＝71'..ボ

ス影響＝閥シテ， 甲~犬腺ノ欠損ハ｛毘骨形成及ピ吸牧改遺作用ヲ著シ ク抑制シ，骨折ノ治癒作J.jj

ヲ緩慢ナ ラシムト云ヘリ。叉甲欣腺ノ；機能低下ト血液内ノ」カルチウム寸含有量 トノ開係＝就テ

八， Herzfelciu. Neuburger, Gastex u. Schteingart, Perelman, Lubowski氏等ハ甲欣腺ノ機能 ノ

消長ニ一定影響ナシト云ヒ， L巴icher,Jansen, Leites, Siegler氏等八市欣腺ノ機能低ドエヨリテ

血液内／L カ ノレ F ウム l合有量ハ増加スルモノナリト~べ，内問，西村， Par n氏等P、申形t腺嫡

H~ ＝ヨルI自Li夜内；l一カルFウム1合」白．；最：P、j威少スyレモノナリト孟．へリ。胸l政エ於テハ£量ハ増加

スレドモ組織接的＝萎縮或ハ増殖ヲ認メ．直接しインテレエン1注射ニヨル骨折治癒現象＝影響

ヲ及ボスモノ ＝非ズト思惟セ ラレ， 宰丸＝於テモ同様ナリ。脳下車関＝於テハ重量ノ1曾｝JIJハ者：

明ニシテ組織・童話的ニ前葉ノ宏血ヲ認ムルハ，一般ニljl欣腺摘出ニヨリテ脳下登韓ノ肥大ガ認メ

ラレルコト、同様＝，諸J事者ノ所見ト符合セルモノナリ。而シテ脳下摂関前葉ト護育トノ閥i革

ー乙枕テハ，五九 Schaefer氏ハ幼若動物Iエl;Jli葉ノ乾燥物質ヲ投奥セル ニ．護育ハ針照動物ヨリ

モ良好ナFレヲ説、メ， Pal氏ハ臨床上・j']・軟化症＝別ヒテ良県ヲ牧メタリ。 Kusnじl乙ow,l¥IU!ler .I:~ 

’ι，、脳下垂鵠ノ機能ガ過！主＝）t進スル時エハ骨ノ護育ガ！'L進ン ，什ノ異常ナJし肥大ヲ＊スモ ノ

ナリト云ヘリ口

法＝於テLインテレニン1反覆注射ニヨル骨系統＝及ボス影響＝就テ，余 J質験成績ヲ総括的

ニ内分泌腺系統殊ニ申欣腺側ヨリ翻然ス レバ」インテレニン「Ji.裂注射ニヨリ テ申!IJ~腺ノJ機能低

下（西村氏） ヲ＊シ，骨折治癒＝著シ キ遅延 （Miiller,Kusnelzow, H, Matti, Hanau, Steinlein, 

Veilυn, Ser, Pallerie !VIorgari, Bayon，古川氏等）ヲ＊ス内ナルモ，他方・ニ於テハ時i航腺ノi機能低

ード＝＂＇リテ＊＇レ脳下垂間自 11葉ノ定血或ハ重量 ノ上曾加ハ， 著シク骨張育ヲlJJJK(E. A. Schaefer, 



麻生－副腎機能力・骨折治雄＝及ポス影響ト諸積治分泌腺臓器トノ関係ー就テ ;)i I 

P且J,K usnetzo w, l¥li.iller氏等）スルモノニシテ，之等ノ内分泌腺ノミナラズ他ノ諸種内分泌臓器

ガ干興シテ， Lインテレ＝ン「注射ニヨル諸種内分泌腺系統ノ作用ハ相互ニ促進或ハ：｝！［！制セラレ

テ相殺セラレ，斯如キ骨折治癒現像ノ過程ヲ認、メシムルニ至レルモノナリト信ズ。

副腎J移植＝就テ

副付ヲ皮下ニ移植 （H.Po'I, Kosdoba氏等）シテ人工的勝骨々折／施シタル結果，骨折治癒

現象ノ遅延ト内分泌腺殊＝届lj腎＝於テハ移植後3週目ヨリ皮肉部ノ充血ヲ来、ン， rfl献腺＝於テ

ハ機能低下ノ像ヲ示スモ，移植後第6週目ニ於テハ漸次機能問復ノ像ヲ認メシメ， JI旬腺ハ移植後

第2週間ヨリ萎縮シ．第5週目＝五ツヂ正常＝問復シ．皐丸ニハ蟹化ナク，脳下垂瞳＝於テハ移

植後第3週間ヨリ前葉＝充血ヲ認メタリ。

副腎移植ニヨリテ得タル以上ノ内分泌腺諸臓器ノ所見ヲ，既述セル堕化Lアド レナリン「注射

並ピニLインテレニン、注射ニヨル内分泌腺諸臓器ノ所見ト比較針照スルトキノ、，副腎移植エヨ

ル甲朕腺ノ機能低下・ハ皮質製剤Lイーンテレエン可注射ノ時ニ見ラレノレモノト略同一ニシテ，又胸

腺ノ萎縮ハ髄質製剤l瞳化Lアドレナリン寸注射・ノ揚合ト同様ノ所見ヲ長スJレコトヲ知ル。而シテ

皮下＝移催セラレタル副腎へ組織接的ノ検索＝ヨレパ全然副腎ノ形態ヲ止メザル程度ニ迄デ

破壊吸牧セラレルモノ＝シテ，共ノ皮質ノ破壊吸牧ハ叩欣腺ノ；機能低下ヲ，髄質ノ破壊吸牧ハ

胸l腺ノ萎縮ヲ＊シタルモノナリト思惟セ ラレ，移植的！腎 ノ皮質機能ヲ維持シ得Yレ期間ハ甲欣腺

ノ機能低下期間邸チ約1週間＝該首シ．移植両lj腎ノ髄質機能ヲ維持シ得IL-期間ハ胸腺ノ萎縮期

間lWチ移植後第3週一5週間＝該賞スルモノナルコトヲ推理シ符ルモノナリ。 f乃ツテ副腎ノf}rJイ

移紘ニヨリテ移植部ニ共催機能的＝残存セ シメ得ル期間ハ約1週間エシテ，就中髄質機能ハ皮1t

機能ニ比シテ急速ニ消退スルモノナリ。的ツテ移植セラレタル副腎ノ破壊吸牧ニ弓 Pレ髄質或ハ

皮質しホルモン1ガ諸種ノ内分泌腺臓器ニ作用シテ，上漣ノ成総ヲ得タルモノナリト信ズルモノ

ニシテ，移槌副腎ガ直接骨折治癒＝干興スルモノニ非ス・ト思惟ス。

副腎皮質部ノ：充血へ同村氏ガ全両IJ腎未試食寅験ニ際シテ副腎髄質或ハ髄質ト皮質トノ境界

ニ充血ヲ認メタル所見ト全然一致スル所見＝シテ，移植副腎ノ破壊吸牧ニヨル皮質成ハ髄質しホ

ルモン1ガ説I］腎皮質ヲ刺戟セルモノナリト確信スルモ，皮質或ハ髄質Lホ1J.,モン寸ノ何レガ機能元

進ヲ惹起セシメタルヤ否ヤニ就テハ．生化接的検査ヲ昧クガタメニ不明ナリ。

結ニ於テ副腎ノ皮下移植ニヨル骨折t台癒現象＝及ボス影響ニ就テ，余ノ賓験成績ヲ綿括的＝

内分泌腺系統殊ニ甲欣腺側ヨリ観察スレバ，高I］腎ノ皮下移植ニヨリテ甲献腺ハ機能低下（西村

氏）ヲ来、ン，骨折治癒ノ著シキ遅延（l¥Hiller,Kusnetzow, H. Matti, Hanau, Steinlein, Vellon, Ser, 

Pallerie ~Iorgari, B l_l'On，古川氏等）ヲ＊シ．胸腺ニ於テハ萎縮（井倉 Pighini,Gi乱como氏等） ガ

超リ，又骨系統ニ蟹化ヲ来シ（Klose,Vogt, Lindeberg氏等），骨護育ノi!ilJ限（H.Matti i＼：.）或ハ

慢骨形成ノ不良（Basch氏）ヲ来スノミナラズ， Lカルチウム寸ノ尿中排池ヲ増加（B乱sch,Tandler 

氏等）セシメ．骨Lカルチウム寸含有量ノ減少（清成氏）ヲ来スガ嬬 メ ι，余ノ貫験成績g~チ骨折
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治癒現象ノ遁延（Carnat,Slav氏等）ガ起リシモノナリト推断セラル。之ノ際巾献l峡ノ機能低下ニ

ヨリテ観ラレル脳下垂関前葉ノ古血或ハ重量ノ増加へ著シク骨護育ヲ助長（E.A. Sch泊先r,Pal, 

Kusne凶 w,Muller氏等）スルト鰍モ，甲欣腺ノ機能低下及ピ胸腺ノ萎縮ガ主宰トナリテ斯ノ如

キ骨折治癒現象ノ；遅延ヲ認メシムル＝到リタルモノナリト信ズ。

副腎摘出z就テ

雨lj腎ノ摘出ヲ片側或ハ耐側ノ痢様ノ；場合ニ分類シテ動物質験ヲ行ヒ，同時ニ人工的緋骨々折

ヲ施コ シタル結果，骨折治癒現象ノ遅延ト諸程内分泌腺臓器殊ニ叩献腺ニ於テハ初メ機能充進

後二機能低下ヲぅk:/' ｝胸腺ニ於テハ一般的機能充進，皐丸＝於テハ機能低f乃至ハ萎縮，脳下

垂惜＝於テハ前葉ノ充血ヲ認メシメタリ。

副腎摘出＝際シテノ内分泌腺諸臓器ノt邸銭感的所見ハ，井倉，交問氏等ト一致セYレ成績ヲ得，

殊ニ甲紙腺ニ於ケル蟹化ハ安岡氏ト符合セル所見＝到達セリ。而号之等ノ内分協腺諸臓器ト高lj

腎トノ開係＝就テ辻教授ハ， 生殖機能ノ旺盛ナル時ハ副腎ノ分泌ヲ要求スルモノニシテ副腎

／機能ガ之レニ皮バザル時ハ，甲欣腺ハ代償的＝機能充進ヲ来スモ Jーシテ，臨床上パセドウ氏

病ノ思春期ニ屡々護病スルヲ説明スル＝足ルモノナリト~べ， W. Kichik品wa(Leon Ascher）氏

ハ最近ノ研究ニヨリテ，耐l腎ハ生列車腺ノ護育上＝促進的刺戟ヲ輿フルモノナリトセリ。以上ノ

見解ニ従ヒ テモ余ノ賞験成績ガ諸撃者ト一致セル所見ナルコトヲ知リ得ルモノナリ。胸腺ノJ機

能花逃ガ骨系統＝及ボス影特＝閥シテハ， 一般ニ胸腺ハ生開ノ護育ヲ促進セシムベキ Lホルモ

ン「ヲイfスルモノナ リト信ゼヲルルモ， ！W説ハ一致セズ。グーデルナツシユ氏ハ胸腺物質ヲ以

テ矧叫ノ飼主主試験ヲ行ヒシ砧果一般殻育ノ促進ヲ認ハサルキンド氏ハ犬＝大量ノ胸腺ヲ試食

セシメテ一般ノ護脊カ・nr良トナル ヲ見タノレモ， ロ£イス氏ハ精納lナル研ヲピノ結果，幼若蛸掛ヲ

j向！腺物質 Jミヂ何禿スルトモ護育ハ精進セズ ト云ヒ，ホスキンス氏ハ白鼠＝於ケル胸腺ノ試食

寅験＝際シテハ質化ヲ，1:e.メズト云へリ。然Pしニロ竺イス氏ハ却テ身鴨及ビ護育ノ陣醗ア誇シ，

r-Fレリと氏及ビオストロウス寺ここ氏ハ即j軟’rトノ軟化ト什轡·l~J：ヲ ~.1.f. メ， 最近清成氏ハ骨端軟骨内

化骨現象＝障碍起リ JI.境性ガ陥fl＇‘スル コ トヲ報ゼリ。 f~j ，＿ カ ，， チウム「新陳代謝ニ針スル胸腺物

質ノ給興エヨル影押＝就テハ者li*-111ナル研究ナク. 11民ク ヒ三氏ハ腫m:増加ヲイ＊ヘル揚合.：：：： Jミ血

清内lーカ／レチウム1含有量ノ減少ヲ認メ．清成氏ガ骨LカyレFウム寸含有Iノ減少ヲ報ゼルノミ。

泉丸ノ機能低下~·）（...、：~縮栓ビェ脳下垂鴨ニ於ケル両ii~！；ノ充血ガ副腎ノ摘出ニヨ Jl-- 骨折治癒＝

及ポス影縛＝閲シテハ不明ナルモ，一般的＝甲AA腺及ビ胸腺側ヨリ観察スレバ，片側副腎摘出ハ

甲ilk腺ノ機能充進ヲ起シ（井倉，安田氏等），偲骨形成ノ遅延（小川氏）乃至ハ骨梁組織形成ノ抑

制 （古川氏）ヲ認、メシメ， 血液内ノ Lカルチウム 1合布量ノI曾加ヲぅkタスタメニ（内問，伊藤，

Billigheimer, Parhon, Oltramare氏等）骨折部ノ骨次分ノ減少（古川氏） ヲ起シ，胸腺＝於ケル機

能充進＝就テハ生化壊的研索ヲ欠クガ＼）， メニ定見ナキモ，骨折部ノ骨Lカルチウム寸合有量ノ減

少（清成氏）ヲ来ス号ノニシテ，其他ノ諸種内分泌腺諸臓器ノ問ニ於ケル相互促進或ハ抑制作



麻生論文附闘

第 2圃

第 3闘

第 51副



麻生．副腎機能ガ骨折治癒＝及ボス影響ト諸種内分泌腺臓器トノ関係＝就テ 51:: 

用ニヨリテ斯カル骨治癒現象ノ遅延ヲ＊タシタyレモノナリ ト思惟ス。耐側副腎摘出ニ際シテ晩

期ニ認メラレ 1trp朕腺ノ機能低下ハ（安田氏），著明＝骨折治癒ノ遅延（＼I白ller, Kusnetzow, II. 

Matti, Hanau, Steinlein, Vell<m, S巴r,PaJlerie Morgari, Bayon，古川氏等）ヲ来シ．片側首lj腎摘出

ノ際ニ於ケyレ骨折治癒現象ノ遅延ヲ助長スJi.-;モ Yナリト解セラル。

第5章結 論

余ハ家兎＝於テ長lj粁ノ機能充進或ハ機能｛応ドガ，人工的ニ惹起セシメタル排骨折治癒現象ニ

如何ナル影響ヲ輿フルモノナルカヲ X線馬箕ノ所見及ビ瀬微鏡的組織接的検笈ト，之レニ附随

シテ副腎ト他ノ諸種内分泌腺臓器ノ組織墜的検索ト相候ツテ綿括的批判及ピ考按ヲ重ネタル結

果以下ノ結論ヲ得タリ。帥チ副腎J；機能ハ皮質J；機能充進ヲ除4テハ糟ベテ骨折治癒現象J遅

延ヲ来ス。但シ皮質トテモ之レヲ促進スJj,,コトナシ。

寓轟附園参照 （撰大 Leitz10><6) 

第 1闘健常副腎／額微鏡所見

第 2闘健常 甲状 腺 I；額微鏡所見

第3闘 片側副腎摘向家兎／遺浸副腎（右側）／額微鏡所見

第4園 同 甲状腺 I~積微鏡所見

第5間雨側副腎摘出家兎／甲状腺／頼微鏡所見
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